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最近，先進国における革命の問題が提起さ:れ，第 1 次大戦後のレ一テ運動の意義が再び新だに脚 

光を浴びて登場しようとしている。.この問題は，産業民主主義の2 つの形態について,深刻な反翁 

を迫っている。工業の発展した独占資本主義国において，プロレ.タリァートによる国家権力の掌握 

，は，戦争や内乱の.ような特異な事態を除いでは不可能でる。従って，社会変革が，おしすすめら 

.れるためには，生産過豳における労使関係の徹底化だけでなく，单命的状勢の到来とともに，国家 

権力の掌握こそが，やはり最後的に^ 決定する<0であろうかンしかし国家権力の掌握がかりに戦#  
や内乱のような政治的な破局を導火線としておこるとしても, それのみでは，社会変革はなしとげ 

•られず, 2 つの労使関係相互の矛盾のなかで,産業管理闘争が勝利をしめるととが欠くベからざる 

条件となるであろう。独占資本主義下における労働組合運動が, このことを充分に意_ しない限り，. 
社会変革は成功しえなV、し，その将来には恐るべきファシズムの嵐が苒びわれわれを襲うことにな 

るかもしれない。 •
,

.ン ■ / ' J ' ' , . . . .  '
〔追記〕 川田寿先生退任の記念号に執筆の論文の稱想をねっていた頃，オーストリァのリンツで開かれる国 

• 際労働運動歴史家佘識に，日本学術佘議代表として派遣されるt；とが決_ し, 身边r わかに忙しくなった。 

本論文はそのようなあわただしいi かで書かれたもので, 問題提起に終っている感h 強い。川田先生には 

まことに中しわけない次第である。先生の御専門の「労使関係論」，に関連のある‘ 一マを'えらんで書かせ 

ていテこだいたのであるが, 暫定稿として，おゆるし下さること令期待し隹す。先生の淪らざる御活躍を祈’ 
り:京す。 (1971.10. 21深3 0

: ‘ _ (経済学部教授)

1

i

注( 2 0 ) たとえば，Karl Korech, Schriften zur Sozialisierung, EuropaiBche Vcrlagsanatalt, 1969.木村靖ニ . 山太秀行共 

訳 「レ—テ遝動と過渡期社会j，社会評論礼1971年をみよ。 . .

46(900)

侧  _ _ mm 丨丨II醸 丨丨_|||丨iim H i

扉 _ 咁_ 岬_ 飄_ 丨1關 师 卿 剩 丨  illllTil.l『■卿tm ii叫職丨鑭 釋 ，糊

産業民主主義と労働者管理の思想 

ロシア革命においては , ，ボル、ン沄ヴイキ党がまず，唯一にしてもっとも革命的な政党として革命 

のプログラムを提示し，一方，工場，鉱山および農場その他の職場においで，労働者が資本家的経 

営を排除し,生産管理の主体としてソヴエート方式を創造的に採用し, 他方,軍隊および労働者の会 

議としての労兵会議を結成する匕とによって，終烏的にはすべての権力をボル、ン工ヴイキ党に結集 

することに成功しだのである。 ドイツにおいては， プロレタリア— トによる権力の獲得，労働老に 

よる資本家的経営の排除一一産業民主主義め確立，軍隊の民主化と労働者.との共同闘争，このいず 

れも達成することができなかった。パドイツ革命の失敗の原因，そしセウアイマール共和国の成立と 

急速な崩壊とこれにつづく，プブ，シズムの政権掌握は, 実にG の革命の失敗にさかのぽるといえよ 

う。その場食，産業民主主義としての産業管理のみでは，革命をなしとげるごとはできず > 結局，

:国家権力の掌握が究極の間題となることは明らかであろうンノ

が き

産業循環と相対的過剰人口 

産業循環と賃金' ：
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本 稿 觸 題 は ，v産 業 循 辦 顯 胡 _ _ 、て，相対的過剰人口 . 賃金の運動を考察す名こと:. . . .  . . ， ' ■ 1 '‘ - , ■ ■ . : . . . . . .

である。
- ; . - . .ノ ノ. - « . , : ■ . . . . へ ‘ . ： ' . .  . ■ ' .  . ; '

資本制.的蓄積は，個別諸資本間の競争のもとで,全般的過剩生產恐慌の爆発をふくむ産業辑璩とぃ 

う運動形態をとって進展してぃぐので，その逯展過程は.た炙ざる変動と•産業循環の周期的変勐を 

不可避的にとも.なわざるをえなぃ。 したがって，生産力,の向上にともなう資本の有機的構成の高度 

化が労働者め就業におよぼす作用も，それ自体として現実化するわけヤはなく，産業循環の運動の. ；• ; V . へ. : . . - . ：； ベ:::し'';..，:.:''''.1:-:....: ：；. . . . , .、. 'い.....-.,.： • . 、

影響と重なりあってのみ現われるし，「労賃の一 —般的運動は，もっぱら，産業循環の週期的変動に照
•• ' - • . ，-ノ . > . . ； '  : ' • i ' ' ■ ' i  . . . . . "  ’  ..

応する産業予備軍の膨脹および収縮によって調整されX ぃる。」（引用文中のァンダーラインは原翁者に
‘ . . .  ̂ . ( 1) >' •.  .• . ' ' I.

よる。, 以下同じ。) , それゆ.え.，相対的過剰人口の運動や賃金の運動は， 産業循環の連動との関連に

おぃてはじめて解明できるのである。 :  .
. •  .，:■ ' • * ' ■ , ■ • ■ . . .， - , . . .  . . . . . へ : ' - ' . . ,

しかしな) ^ ら，.産業循環の運動との関連で考察することの意味• したがって本稿の課題は,産業 

循環の薄局面のもとで0 相対的過通!人口 • 賃金の変化それ自体を明らかにする点に限定されX はな 

らなぃ。産業循環の運動は，'周期性を毛って反復るものであり , そのもとで,相対的過剰人口 

の運動 • 賃金の運動もまた不断に反復されてぃき，そQ ことを通じて，労働者の就業の不確実性と 

不安矩性の恒常化，資本P もとへの労働者の従属，労働者の慣智的「必齊生活手段j の-足の粋内 

への限定（労働力の価値の低位性）等が貫徹レ$ ぃぐQ である。 それゆえ，資本主義における労働者 

の状態の一般的特質♦窮乏の主要内容を明らかにするためにも，資本制生産における常油である產

注（1 ) K* Marx, Das Kapitalf besorgt vom M-E*L. Institut, M<̂ 1ぐau. Bd. I，S. 671. 長各部次雄訳 r資本論j，青木

— • 4 7 { 9 0 f ) 一，.つ，-
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産 業 循 環 と 相 対 的 過 剰 人 口 • 賃 金

業循環の周期的変動のもとで，問題が把えられねばならないのである*
なお本稿では，考察は産業資本主義段階に限定されているが，かかる考察を通じて相対的過剰人 

ロ . 賃金の運動と，それk よって:規定された勞働者め状餚め特貿•窮芝の主婆内容を明らかにする 

ことは，独占段階における資本蓄積 • 産業循環の運動の一定の变化，ざらには圉家独占資本主義段 

階においT 不可避となってく，る産業循環 • 相対的過剰人口に対する多様な国家政策の遂行のもとで，

勞働者の状態の特質•窮乏の主耍内容がいかに変化し•いかに変化しないのかということを明らか' . ' .ti!. 』 a
にするうえにも不可欠と思われる。

. . .  . . . • ぃ, v . 'へ ’ . .： ; . .
第 1 節産業循環と相対的過剰人口  :へ

■ ■. ?

資本制生産における相対的過剰人口問題をとりあげる場合，まず注意しておかねばならないこと

は，個別資本の最大限利潤追求を生産の目的• 生産め支齙原理とする資本制生産では，本来的には

労働の節約を意味する生産力の向上が，決して労働者一人当りの労働の軽減をもたらすものとして’

は琥われないで，資本め有機的橋成め高度化一一定の資本を機能きせる/こめ丨こ宓要な岢途資未の

節約= 資本にとっての労働の節約（労働時間を一定とすれば, 労働力数の節約）として現われると（、うこ

とl f に問題 •矛盾の麵純るということである。_ 制生產においては，羅 力 向 上 を ， て

追求されるのは, あくまでも資本にとっての節約（商品一単位を生産する労働の節約•その支払部分の

節約）であっそ，労働者一人当りの勞働の節約では决してんいのであり，かかる関g が基未にある

からこそ，生産力の向上が，資未の有機的構成の高度化i もた6 ずものとして現もれ，資本量の増

加をともなわないかぎり，. 就業赞働'者のじ部を駆遂就業の会を拿う役割を演じ名どいうこと

になるのである。（とのto逋 • 矛盾ほ，有機的構成高度化めもとで, 焚米め童的拡大によって就案余福！！者敎が

減少しなかづたとじても， 杨 こ とによづX 嫡消ずるわげそ'fま決じ.て汝い;)。ぞしそノ •生産力向:t かめぐる

かかる資本制的特性は，相対的過剰人口問題の生じる根源であるとともに，後i t みるように,食未

による労働力の編成替えや相対的過剰人口のもとセめ就業労働者め過度労働をうみだし，相対的過

剩人口の創出を倍加していぐ作用ももっでいるめセあるか6 , こわ間題を明確に認_ しだうえで相

対的過剰人口の運動を考察するととが肝喪である。 ' … ハ

いま一う明確にしておか ,ねばならないのは，『資本 f c 第 1 部_ 7 :篇において，相対的過翁人口

論の鹿開に先だってしめされたどごろの資本め西生逄.拡大禅钜産に由ける本食的関係一ずな

わち， 資本の再坐途 • 拡大齊生産において， r労働若固身は，たえず客体的富喹資本とじで,彼に

とづては外的であって彼を支配し搾取する力として，生鹿ずる… “ *j のであげ,自らを賃勞働者と • • (2)

注 （2 ) a.a.O.( S, 599. 訳， I ,  892货 4

— 48 (如公) ’ 一w
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して再生産していくにすぎない関係にあるということ，したがってたとえば追加資本によって労働 

者が追加雇用されたとしても，それは「労働者階級」が 「彼等の本年度の剰佘労働によって，来年

度に追加労働を就業させるべき資本を創造した… …」にほかなちない_ 係であるということ—— で
' (3 )

ある。かかる甚本的関係を明確に認識したうえで，産業循環の運動のもとでの相対的過剰人口の運 

動を考察することによってはじめて，労働者の労働が，資本蓄積の推進を通じて，生産力の向上 . 
有機的構成高度化のための基盤を強化するとともに，産業循環の運動とその規模の拡大を促し，そ 

れらによって自からの就業の不確実性と不安定性を増大していぐ関係にあるという矛盾が明確にな 

るのである。 .
それゆえ，以下では，ふかる基本的関係についての認識を基礎にして，相対的過剰人口の運動の 

考察をすすめることとする。 /

產 業 循 環 と 相 対 的 過 剰 人 口 • 賃 金 ' .

回後過程 . -
( 1 ) すでに別稿で明らかにしたように, 生産力を向上させる新生産方法の率先的導入は，不 況 ‘ 

末期において，非常に低い市場利潤率を_£廻る利潤を獲得しようという資本の要求によって実現し， 

これらの:Tr生産方法導入と結びついた更新投資の集中的展開を主要な槓杆としてへ不況からの回復， 

さらには好況の出現がもたらされていぐのであも。それゆえ，生産力の向上•有機的構成の高度化 

をもた> ず新生産•方法の導入は，市場が拡大しない不況末期にはじまり，市場の拡大がなお南増し 

かしない回復過程において，急速に普:及していく傾向が強い。 したがって，新生產方法の導入はも 

っぱら旧設備の更新(早期更新i ふぐむ）に -よって奐現されるが，この新生産方法の導入は,投下資本 

規模 • 生産規模の増大により市場価格の低落をもたらすことを通じて，新生產方法の導入を急速に 

促進していくとともに，他方では新生産方法を導入できない企業に対して，損失の増大 ,；破滅•、没 

落を余儀なぐしていくのセある。 このようにして，回復過程において急速にすすむ生産力の向上• 
有機的構成の高度化は, つぎのような形で，. 当該部門の就業労働者の一部の駆逐= 相対的過剰人口 

の形成を実現していく。 .
新生産方法は—般に，資本の有櫸的構成の高度化^ s j変資本の相対的減少をとふなうが,他面で 

は，投下資本量の増大，生産規模の拡大をともなうので，渐生産方法をもって旧生産方法におきか 

えた企業では，（資本量に対する労働力数の相対的減少は不坷避的であるどしても），労働力数の絶対量が減 

少するとはかぎらぬのであって，新生產方法による有機的梆成高度化の辱度と資本規模増大の程度 

との関係によって，, 労働力の絶対量が増加することもあれば, 婶少することもある。（新生産方法導入

注（3 ) a.a.O., S. 611. 訳， I ,  90SH»
( 4 ) 拙 稿 「『生產と消赀の矛厨 j と逾業循環」 ( 1 ) , G n l 学会雑誌 j 19?坪 2 * 3 月合併号 ,



の場合, 労働力数の絶対量が不変であるとしても，旧熟練勞働者を駆逐し，新生產方法に適合しやすい勞痛力 

を吸引するという問題があるが， この問題は（n )においてとりあげるこi とする。ここではかかる点はー仿捨 

象して，絶対的減少とそれによる龊逐= 相対的過剰人口化のみをとり扱う：）

しかしながら，新‘生産方法の導入の進行によって•破滅 • 没落を佘儀なくされた旧設備の企業¥ は,
当然のことながら, 就業労働者のすべてが一挙に駆遂され，相対的過剰人口となっていぐ。新生産• . '  ̂ -
方法を導入した企業と合計し，当該部鬥全序とでてみれば, ほとんどの場合，就業勞働者数の絶対

-

的減少 • 相対的過剰人ロの形成は不可避的である。（一一新生産方法を導入した諸企業で，労働者数が增 

加した場合には，企業の破滅により駆逐された労働者の一部はそちらで「吸引j されうる。しかし,このよう 

に新生產方法が，有機的構成薦度イ匕にもかか;b らず，勞働者数を增大するというのは.新生產方法が投下資本

規模 • 生産規模を飛躍的に増大することによるものでもり， したがってかがる新生產方法の導入がすすむとい
- <

うことは，概して旧生産方法のままの諸企業の破滅の程度を大にし，そこから一挙に駆逐される労働者の数を ■ • .
多数とするという関係にある。）

ここでの労働者の駆逐= 相対的過剰人口の形成は，一見したところ，企業の滅乇れ自体による 

ものであるかにみえるが，冬の内容はもぐi でも,有機的構成嵩度化による相対的過剰人口の創出と 

し'"t 把えるべきもので、ある。 ことでは，生産力わ向上•有機的構成の高度化により，当該部門.の市 

場に対する生産物供給総額を生産するために必耍な労働者総数が，〈供給給、数は漸墻しだが),従前より 

も減少するという関係が生じたのであり，この関揉の結果が，新生産方法を導入した企業では，資 

本規模•生産規模の増大に比して就業労働者数が増大しない（絶対的に減少するこ左すらある）という 

形ふとって現われ，他方でほ，市場の争奪戦を媒介として，市場を奪われていった企業の労働者が 

すべて駆逐されるという形をとって現われたのである。 ，へ

. .  ' . 广 』 し パ .• ノノ ノ ン . —..へ ..
( 2 ) 以上のように，不況末期以降，新生產方法め導入•有機的構成の高度化が急速にすすむこ

とにより，回復過程は，労働者の就業 • 生活条件をかえって惡化させる要因すらうみだしづつ，労
， *

働諸条件の回復を遅延せしめてV、くことになるのであるが，こめことは，資字にとっては,相対的 

過剰人口= 産業予備軍を追加形成し• 大量温存しつつ好況局面を迎え，大量の産業予備軍を有利な 

条件で利用しつつ好況局面での急激がる資本蓄積を遂行していぐための驻盤を確立するものにほか 

ならないのである。
' ' ■-  . .  

v • " . . .
( 3 ) 回復がすすみ市場拡大のテンポが上畀していくならば，*— 回復肋末期，好況初期にあた 

る—— その市場拡大の程度に応じて，新生産方法導入が展開しても, • それによる旧生産方法©企業 

の破滅の強制圧力は弱化し，したがって上のような形をとった労働者の駆逐の作用も弱化していぐ, 
しかし，吏新による新生產方法の道入それ自体が労働渚の絶対的減少をもた，らす場合においては.

産 業 循 環 と 相 対 的 過 剰 人 a • 賃 金 遵 ^ ^ 過 剰 人 口 爆 - 
新生產方法導入の普及に応じて労働者め駆'遂がすすむであろうン

なお，薪生産方法導入の行なわれない生産諸部門では，市場拡大にともなう坐産拡大のもとで，

労働ガめ吸引がしだい丨こすすむが，これについては，恐 慌 . 不況下での低利潤率を経てきた資本は, 
生産拡大を既存の固定設備のもとで就業労働者をできるだけ増大す.ることなく遂行しようとするし, 、 

相対的’過剰入 t iめ大量温存されている状態はかかる就業者の一人当り労働の増大を容易とするので， 

労働力咴引が節約• 抑制されることに注意する必要があろう。

. 、リ 卜 ...！ ： . ... .. ... ... .
. 好 .浪 鳥 .:窗 . ： ‘ . ' .

( 1 ) 新投資に主導されて急速な拡大西生産のすすむ好況局面では， I 部門を中心に，テンポの s 
差はあれ，各部門の市場が持続的拡大をつづけ，旺盛な新投資によって生產規模が急速に拡大して 

いくので，有機的構成の高度化によって労働者め駆逐が現実に行なわれるのはごぐ一部にかぎられ, 
全体としてぼ相対的過剰人口の吸引が持続的に行なわれていく。5 . . ：

好況局商においそも，生産力の飛躍的発展，有機的構成め顕奢な高度化，投下資本•生産M横の 

激増をもたらすような新生産方法が導入された部門では, 労働者の一部の駆遂= 相対的過剰人口 e  

形成が生じる。別稿セ指摘しだように，かかる劃期的な新生産方法にあってぼ，市場の見通しが明る 

くなってきた回復沏末邶♦ 好況初期r かってはじめx 導入されることも少なくないが，がかる 

的な新生產方法の導入では, 投下資本•生産規模め激増にもかかわらず，急激な有機！̂構成の高度 

化により就業労働者め絶対的減少の生じもこともあるし，他方この導入め進展は生産供給量の激増 

によって，当該部門の生産量を, （拡大する）市場をさら’に大幅に上廻るものどし，（m場拡大の軽微なも 

と で め 新 法 導 入 の :ニ鉍的作用と癀似した^ で、)， 旧生產方法の諸企業の破滅•没落を強制し，その 

就業労働者をいづ4 いに紘遂するi . う作用する。ごめ場奋には,.’当該部門6 市場も坐產も急速に拡 

大しているとはい炎, それをさらに上_ って‘有機的# !成の高度化力?生 C , 抵大 L た举庫鲱暈を，従 

来土りも少数め労働者で生産ずる‘とととなっためである。

しかしながら, 上めようが場合をらぞくと，好況局面では, 新生產方法の普及による有機的m 成 

(部門宇均) ' の高度化がすすんでも， 当該部門の就業者の絶対数は減少せず，：有機的構成高度把め 

作用は, 投下資本.生産規模の増大テンポよりはるがに下廻る程度でしか労働力の吸引が行なわれ 

ないという形でのみ現われる。市場が急速に拡大f る好況局面では,‘ 不況耒期•回復過程のように 

旧設備の吏新を通C 士新生産方法が導入されるのみでばなく , その他に, 旧設備を残存•利用しつ 

つ行なわれる新生產方法の導入= 新生產設備の増設が実瑰するので，新生産方法が旧設備に比して 

就業者女減少させる1 ので.あっても, : 新生產設備の増加g 佑じて労働ガの賊引がずす:b わけである。

注（5 ) 前掲拙稿, . 48瓦
*------------- 5 1 (̂ 905) ，
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他方， 好況局面において生産方法の変更• 有機的構成の高度化が行なわれなか"？た生産諸部門 

(好況に入る前に，新虫産方法が部門主体に普及してしまりた場合をふくむ）では，新投資がすすむのに対 

応 'して，労働力の吸引がすすんでいく。また，新たに開拓さ.れた新生產部門では，一連の開拓投資 

の群生により，労働力の大規模な吸引が実現する。, ; ; . '
そのぅえ, 市場が持続的拡大をしめす好況局面 . とくに拡大テンポの高まるその絶項期では，全 

般的にいって，個別諸資本は固定設備の最高の操業率でもって最大可能の生産拡大を行なおうとす 

•るので，就業労働者一人当り労働の増大とならんで，深夜業•交替制の実施などによる労働力の屉 

用の追加が行なわれる。このかぎりでは，一定の投下資本量に組みあわされる労働力数の増大が生 

じる。 1 ' ; ..
• '  . . . . .  ：. V . ハ  :
( 2 ) 以上のように，新投資の活潑なる展開をみる好況局面では，ある分野におけ;る急激な•大

量的吸引をともないつつ，全体として労働力雇用が拡大をつづけ，相対的過剰人口が減少•時ちは

消滅していくのであるが，このことは見方をかえれば，好況に先だって相対的過剰人口 = 産業予備

軍が大量的に創出されていることが，好況局面での活撥な新投資のための不可欠な条件であり，こ

の豊富な産業予備軍なしには，そもそも好況の急激な拡大丙生産は不可能であったことを韋坪する

ものである。それゆえにまた，たえざる変動と産業循環の周期的変動が不可避的な資本制生産にと

っては，新投資が全生產部門にわたって群生する好況の活潑なる時期以外において，相対的過剰人

ロ = 産業予備軍が存在することは「資本制生産様式の一実存条件」なのであり，Gれなしには，7炎
( 6 )

動を通じてのみ進展する資本制生産の発展は絶対に不可能なのである。

マルクスが, 資本制蓄積 • 生産力向上を通じて創出される過剰人口を相対的過剰人口と與宠する. 
時，彼は, 過剰A ロが生産にとづて絶対的に過剰であるのでは決してなく，あくまでも資本主義体 

制のもとでの資本の生産にとらて過剰であるにすぎないものであるということとともに，「相対的す 

なわち資本の中位的増殖愁望にとって余分な， したがって過剰または附加的な労働者•人口」、とい5- 
ことを主張するが，これは好況での活潑な拡大が実現する時以外には• したがって中位的な拡大#  
半産のもとではつねに資本は過剰人口を自からの「一実存条件」として形成,しているということを

注（6 ) え Mdrx, Das K apital-I，S. 666■訳、 1 , 980頁，

( 7 )  a.a.O,, S. 6 6 3 .訳 I, S. 977頁。；この他でも，「相対的な一すなわち，資本の中位の垧殖慾塑に迚関しての過 

剰人口」といわれている9 (I, S. 6 6 7 ,訳，I. 982寅)，

この.「資本の中位的增植愁諸」は rdas mittlere V^rwertungsbedurfnia des K ap ita lsjの訳であるが，：資本は，'9 ねに 

最大限の価値増殖に対する奴求をもってV、るのでf cるから，正確には，「資本蓄積の中位的な進展にとって」，というべき 

内容である。 ,
もっとも，後にみるように，たえざる変動と産槳循環の周期的変動のもとでのみすすむ资本菩租においては*中位的な 

進胫ということ由体も，ただ諸変動の乎均に:}^、てか，あるV、は新投資が徐々にすすむ好況局而の初期において• 把えら 

れるのみであって，不明_ さをふくまざるを得ないのであるが。

ただ，それにもかかわらず一応，中位的な状況との間迚で，それにとっての過剰が独調された想味は本文で指摘するよ 

うな内容セ现解されるし，この内容は卵常に〖なものといわねばならない。 . ， .
■— -  5 2  ( 9 0 6 ) -------------
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強調したものである。

f •‘… 余努働者入ロなるものが畚稹<6… .‘必然的產物だとすれば，この過剰人ロは逆た，資本制的-蓄 

積の積杆となる，いな資本制的生産様式の一実存条件eine Existenzbedingungとな名。‘'それは，あたか' 
も資本が自己の費用で飼育したかのよう〖こ全く絶対的に資本に属するととろの，自由に処分しうる産業予 

.備葷を形成する。それは資本の転変常なき増殖慾望めために，現実的人口増加の制限にかかわりなく何時 

でもすぐ利用できる人問材料を創造する。

……近代的库業の特徴的な生活径路，一一中途に小さい動揺がありはするが, 中位の活気•高压のもと 

で9 生産，恐慌 . $ よび沈滞の諸期間からなる10年目ごとの循環という形態は,産業予備軍または過剰人 

ロの絶えざる形成，大なり小なりの吸职, および再形成，に立脚する。j 
そして，庳業循環の運動にそくしてみると，資本がつねに，好況に先立って豊富な相対的過剰人 

ロを創出していく メカニズムを.もっていることが明らかである。好況局面で相対的過剰人t l が吸引 

され，次節でみるように, 多かれ少なかれ，,賃金上昇が余_ なくされていくということは，二一と 

くに相対的過剰人口が吸引されつくレ，肩金のかなりの±昇をみたところでは一労働節約的な新 

生産方法に対する資本の要求を強め，労働節約的な新生產方法の開発ち刺激• 促進するのであり，

このことは，汝の不況下で新生]^方法の導入が実現していく .ための重要な基礎となるのであるa f  
のことと,不況下で非常に低い市場利潤率を上廻る利潤率を得ようという資本の強い篛争とが結び 

ついて，新生産方法の導入が実現していぐのである。こうしてつねに新しい循環においては，前周 

期艮比して生産力内上• 有機的構成の高度化が実現きれていくことになるのであ令。—— 生産力向 

上は，一般に，機械諸装匱からなる労働手段体系の強化によって実現するのセ，技術構成の高度化 

をともなう一般的傾向をもつのではあるが,好況局面での労働力吸引と賃金上昇が労働節約的新生 

産方法に対する資本の要求を高めることが,生産力向上における技術構成の高度化を促すことも見 

逃してはならない。

恐慌 • 不況期で相対的過剰人口を排出• 形成するだけではなく，このようにつねに新しい周期に 

おいて生産力向上• 有機的辩成高度化が実現し，相対的過剰人口を追加形成するとともに，好況で

の新投资における労働力の吸引率を低下さサていくことになる。これによってはじめて，人口数の
• 、 . . .  •

増大などの外的条件に依存することなしに，.前周期の好況局面を上廻る規模での拡大を実現するこ 

とができるようになるのであり，資本制生産は，破壊と混乱をふくみつつも，長抑的に拡大苒生産 

の規模の増大を実現していくことになるのである。 ,

( 3 )  ’ ところで，好況局而における相対的過剰人口の吸引についていま一つ注意しなければならな 

い点は，このような旺盛な吸引が，恐慌となって爆発する矛盾の累積•成熟する過程によって実現

注（8) K. Marx, Das Kapital, I, g. 666. '訳，I, 980〜1瓦
—— 5 3 (9 07 )
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したものにほかならないこと，それゆえかかる吸引による相対的過剩人口の大幅減少• あるV、は消： 

臾は，ただ一時的にのみ実現し，不可她的に,相対的過剰人口の大量的創出という状態に移ってい 

かざるをえないということ，である。 ‘ ノ

別稿で詳論したように， <生産と消费の矛盾〉 は資本制生産に内在するものではあるが， この , (9)

ぐ矛盾〉はただちに発現するものでばなく，一定期間め間はこのく矛盾〉の累積 • 成熟のもとに .
「I 部門の不均等的拡大J という内容をもって拡大西生産が発展していく 0 であら't , 好況こそは>

こ の 「I 部め不均等的拡大」 の# 、激なる進展過程= く生産と消費の矛雇〉の累積•成熟の深化の

過極に他ならない。したがつて，好況局面において，有機的構成高度化による労働者の駆遂化の作

用が現実化せずに •相対的過剰人口め吸引がすずむのは，かがを r I 部門の不均等的拡大/の急激

なる進展ゆえめことニく生産と消费の矛盾〉 がただちに発現することな <：， 巣積していったゆえの

ことである。 したがってまた，相対的過剰入口の吸引がつら'き，労働者が相対的に有利な条件のも

とにありうるのは，こめ紅況過程において累積•成熟したく生産と消費6 矛盾：> が怒慌となって爆発

子るまでのわず力、の一時期にずぎないというととにもなる办である。「資本制生産は，労働岩階級の.
かかる相対的繁栄をただ一時的に， じかも常に/こだ恐慌の俞蝕れとしてめみ許すような… …諸条#

■を含む… …」といわれるゆえんて'もる。00)
このことを，労働 • 生産の担い手たる労働者の側からみれば，ごの問題• 矛盾は，単に相対的過 

剩人ロの大幅吸引が一時的に生じるにすぎないという点のみにあるのでは決してない。労働者 

め大部分が，好说の条件下で，異常な労働時間延長 • 労働強麁増大を甘受しつつ•全力をあげて労 

倒)に専念し，生產拡大を行なっていたのが，資本制生産においでは上のようなく芽盾〉をもった拡 

大再生産として展開され, 貴道な労働の成果が，—— 若干の賃金上昇があるにせよ一，丨自分達め. 
m 費の拡充に活用されていぐことなしに，恐慌によって破壊されていぐのであるし,さらにそのご 

との結果として，大量の4労働若が就業の機会を失っていくことになるのである。それ‘ え, 好況局
面でた とえ労働老のすべての就業が突現されたとしても，そこにおいて問題がなくなってい名わけ 

セは決してない。そこでの労働者の労働による生産拡大が，怼慌の爆発を準備し•必然化ナるよう 

な内容においてしかすすめられないという矛盾—— したがって，労働者は，自身の労丨I!)によって遂 

行する急激なる資本蒂積を通じて，自分自身の就業の機会を奪うものをうみだしていくことになる 

という矛盾— を認識することが肝心であるし, 労働者の大部分の就業が一時的にしか実現されな： 

いという.ことも，あくまでもかかる矛盾との関迪において把えるべきものである。 ’

注（9 ) 拙稿，「生.産と消赀の矛质 —̂ 恐慌論研究やために一 j (丨ト⑷ r三田学会雑誌j 1%卿 U2月号，197(坪 1 月号， 8* 
9 月合併号，10月号，および前掲拙稿「I•生途と消奴の矛盾j と產菜游徵| ⑴ ♦⑵**三IJI学金雑訪j 1971年 2 ,  3 列合併 

砍 7 ；j# „  ——
とくに，好況简而での矛盾の粜奶 • 成熟については，後治の⑵を参旭されたい。

(10) K. M arx, Das K n p ita l,II, S. 414. 訳， II. 537東。
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恐慌の爆発と不況 …
( 1 ) 全般的過剰生產恐慌の爆発は，再生庠過程の大幅な搅乱•破痺 •縮小を通じて，いっきょに 

大量の労働者から就業の機会を奪ってしまう。產業資本主義段階においては，過剰生産恐慌は，-  
般に信用崩壊と結びついて出現し，諸支払不能の，連鎖と商品販売不能と,が相互促進的にすすみ,劣 

弱諸資本の存立不能• 破滅, 残存企業の一部の生库能力P 破壊 (劣悪生產戰備9 廃棄 ‘ 一部:!;場の閉鎖)
が生じるので，諸企業^)破滅 • 劣悪生產設備の處棄を中心どして就業者の大量的駆逐= 相対的過剰 

人口の大量創出が行なわれ，その大部分は不況局面にわたって相対的過剰人口としての生活を余儀 

なくされる0 ' : ■'
雜によヴて大量創出され，柳局面に存続をっづける相対的過剰人口は，現象的には，まさ位 

恕慌によって発生したものとして現われるが,それをそのまま恐慌それ自体に起因す今相対的過剰 

人口の創出として，把えることゆ誤りである。

恐慌に先行する好況局面における労働力の吸引は，つぎのような内容Q ものであった。不饵末期 

以降，諸生産部門で生産力向上• 有機的構成の高度化が実現していったが, 好況局面で「I 部門の 

不均等的拡大」が，く生産と消費の矛盾〉を累積 • 成熟せ .しめつつ,急激なる進展をとげていったた 

めに，有機的構成高度化により駆逐された相対的過剰人口が吸引されたり，‘るいはさもなければ 

駆逐されたであろう労働者が自部門で就業をつづけたり，あるいは（有機的構成の高度化と関係なく存 

在していた相対的過剰人口についても)，さもなければ到底ありえない大量の吸引が実現したりしたので 

ある。それゆえ，恐慌で排出される労働者の一部は，急 激 な r I 部門の不均等的拡大生産と消 

費の矛盾〉の累積 • 成熟のもとで •,それ：ゆえに，現実化しなかったところの有機的構成高度化の作 

用が， 〈生産と消費の矛盾〉の爆発士恐慌によって現実化していったものとして把えることができ 

る。もし，卑産力0 向上 ♦有機的構成高度化によって，一定資本量を機能させる労働力黎辦減少す 

るとV) うこどがなかった,とするならば，词じ程度の苒生産規模の縮小であったとしても，労働力の 

駆逐数- 相対的過剰A ロの形成数は，はるかに少数にとどまづていたであろう。

しかしながら，好況の終焉は，全般的過剰生産恐慌という特殊形態における再生産の急激なる破 

壞 • 縮小どU て現われるのであり，それゆえにこそ, そC での労働者の駆逐は，.諸企業の破滅•部 

分的工場閉鎖等によるものをもふくめ’て集中的 • 大量的駆逐として現われ令のであるから，恐慌に 

よる相対的過剩人p)の排m の原因の.一部は恐憐それ自体にもとめなければならない。

つまり，恐慌によって一挙に排出される相対的過剰人口は，好況におけるく矛盾〉の累積•成熟 

のもとで現実化しなかった有機的構成高度化の作用が， く矛盾〉 の爆発= 恐慌によって現実化した 

という内容のものと, 全般的過剰生產恐慌という急激な破壊‘4縮小ゆえに排出されたという内容の . 
ものとが合体しているものといえる。ただし，それぞれの廐因によるものを明確に区分することは 

理論的にいっても不可能である。 ’
— m { 909) —
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もし，生產が，正常的 • 規則的な成長をとけ ' て ぃくものであるとすれば，そしてある時期に例外 

的 • 一時的にのみそれからの乖離ニ変動が生じたというのであれば,たとえ正常的な拡大からの痱 . 

離と有機的構成高度化とが結合して出現したとしても，正常的な拡大を理論的基準として，正常的 

な拡大をとげてV、たならば，その有機的構成高度化によって排出，されたであろう相対的過剰人ロを 

把えることができるし，他方，拡大が正常的な拡大から乖離したことによっ て相対的過剰人口の形 - 
成がそれからどれだけ増減したかをみで，それを例外的変動に起因するものとみなすことができる 

r iげである。

しかしながら，たえざる変動と産業循環6 周期的変動のもどにおぃてのみ運動する資本制生産に 

あっては，本来，規則的 • 正常的な拡大はありえなぃし，正常的な拡大と•異常な変動とを区別す 

ることは不可能なのであるから，上のような正常的拡大を理論的基準として両者を区別するご,とは 

不可能である。むしろ，生産力の向上•有機的構成高度化による労働者の駆逐の作用と産業褚環の 

変動とがからみあぃ，両者の作用の合体した•も基で相対的過剰人口の運動が規制され，上のような 

区別ができなぃところに，資本制生産における相対的過剰A ロの運動の特徴があるといわねばな ら *

な_い。 （この点は，r資本論』..の相対的過剰人口論の理解（贝参照)についても/ 注意すべきものである、

- 、 . • .■ . . . _ . ■■ パ .
( 2 ) 恐慌によって大量的にぃっきょに排出された相対的過剰人口は，恶慌による洱生產過程の 

破壊 • 縮小の後，この破壊 • 縮小を通じて破局が底をつぃて，一応の沈静期= 不況局面を迎えるに 

ともなぃ，一部は吸引されてぃく。 しかし非常に低ぃ市場利潤率のもとで，市場拡大傾向がほとん 

ど存在せず，生產拡大の刺激が消失してぃる不況局面では，吸引はほとんど期待できなぃので,恐 

慌によって排出された相対的過剰人口のがなりの部分はそのまま相対的過剰人口としての生活を余 

儀なぐされつづける。 .
しかも，恐慌 • 不況期に生き残り，生産を続けてぃる諸資本におぃては，低利潤率のもとで，可 

能なかぎり費用価格を低下させようとするため，— 定の労働をできるだけ少なぃ労働力より神り出 

そうとする傾向がとくに強ぐ支配するし，大量の相対的過剰人口の存続はこの実現を容易とす，るの 

である。このように相対的過剰人ロの大量的存在のもとで，就準労働者の過度労働が促されるとぃ . 
うことは，それ自体また相対的過剰人口の形成を倍加する。. .  V

「勞働者階級の就業部分の過度労働は婢等の予備軍を膨脹させるが，他方では逆に，予備軍がその競争 

によって就業者に加える圧迫の増加は就業者をして，過度労働と資本の命令下への隸厲とを余儀なぐさせ 

る。労働若階級の一部分の過度労働によって他の部分を独制的懶惰に陥ちぃらしめること,およびその逆 

のことは，個々の資本家の致富手段となり，しかも同時に，社会的罄稂の進行に照応する規模でのgk業予

の生産を促進する。j
~ ~ ~  一

, 一 _____ 1 »
注(11) a.a.O” I, SS. 670〜 軋  I, 985良
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労働者の一部が職を失い，生活手段を得る機会を全く奪われているまさにその時に，就業労働者 

が過度労働を余儀なくされ，これによって却って職を失ってレる部分が増加させられ多というこの 

関係には，请大限の利潤増大を追求する資本にとっての問題ほあくまセも支払労働の節約であって  ̂
労働者の1 人当り労働の軽減や労働者の就業• 生活の安定は資本の顧慮するところではないどV、う 
資本制生産の本性が端的にしめされているといえよう。 ぃ

- ' : ; -■ '  ' I.: : ' レ.' -.く

( 1 ) 以上のように, 生産力の向 i ：と產業循辕め周期的変動おいて,資本はある局面セは資本

にとって過剰な労働力を産業予備軍としていき,この相対的過剰人口 = 産業予備軍を r槓杆j とし

てある局面では急激な拡大をとげていくということを繰返すのセあり，この•もとで，：労働者の就業

はきわめて不確実• 不安定なものとなる。 「労働者の就業したがってまた生活状尊が機械経営のも

とで免れない不確実'-と'不安定- die Unsicherheit und U iistetigk eitは，産業循環め.この週期的ま遷-
とと％に正常的norm alなものとなる。」（引用文中の傍点は弓丨用者r よる。以下同様。). •  •  (12)

しかも，資本制生産の発展にともない，資本の集積 • 集中により顔奢な生産力向上•有機的構成 

高度化を実現する基礎が増大し，諸生逵部門の規換や数の増大（= 社会的総資本の苒生產規模の増大)
のもとで生産力向上• 有機的構成高度化が生じうる分野が拡大するとともに，'産業循環の変動の激 

しさもそれが把える分野も拡大ずるの#であるから，労働者が駆逐されたり•吸弓丨されたりする規模 

もまた拡大していくこととなる。 ' .
•' : , ‘ . . ハ- - '  ■ • ：, ; "

( 2 ) そればかりではない。…生産力の向上と產業循環の周期的変動において労働者め駆遂•吸 

引 • 駆逐……が余儀なくされるもどで，資本による勞働力の編成替えど労働者の急速なる消耗•転 

落がすすんでいぐこ‘とによって, 労働者の就業の不確実性• 不安定性はヨリ一^層倍加されていくこ 

と.-となる。 4 .パパ' • V . ；-'-ン

機械制大工業は，本来的には，「旧来の分業体系を技術的に覆j し，' 「労働の転変 •機能の流動 •  

労働者の全面的可能性」を促していぐのではあるが, しかしながら.大士業の「資未制的形態」にお 

レ,、ては，旧式分業が「資本により組織命に，労働力0 搾取手段どしてニぞう厭う::べき形態で再生産 

され且っ確認される。」めでんり, 資本の労働に対する管理•安配という目的をもって監督労働を
(15)

顶点としてさまざまQ労働の分割 • 等級化 • 格付けと，部分労働べの労働者の「緊縛」が行なわれ, 
「労働手段の寄一な歩調への労働者の技術的隸属と男女両性および種>v様々の年齢の個々人からな

注(12) a.a.O., I. S, 476. 訳，I, 728頁。

(13) a.a.O., I，S. 443 .: 駅, I ,  683頁。

(14) a.a.O., I, S. 512. 訳，I, 774貝:。
(15) a.a.O., I, S. 4 4 3 .訳，1 . 684哀。
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る労働体の独自的構成」==「工場体制」がつくりあげられていぐのである。こ の 「工場体制」e おけ 
， (16)

る 「兵営的規律j によって，剰余労働の最大限の増大と，.生産手段の節約（労働者の衛生•安全を
(17)

も犠牲にした作業条件等による節約）が追求されるのである。かかる資本制的「工場体制」のもとで，

労働者が部分労働に「緊縛」され • 他の労働への転換能力 • 適応能力を寧われること, 潜在的能力 .
をもちながら、も • 資本による差別支配（性 • 人種等による差別〕のもとで/ 低級」勞働に緊縛される

労働者群が形成されること， 「兵営的規律」 と劣悪な作業条件により労働者の急速なる消耗•老朽

化がすすむこと… …などが生じるのである。

それゆえ，資本は，生産力の向上による熟練の変イ，匕• 労働の単M化にさいしては，適応力を欠い

た旧熟練労働者や老朽労働者を駆逐し，新しい労働に適応しやすい新鮮な労働力，（単純労働作Uた

ところでは）低廉な婦人 • 児童労働をもって代替しようとするトしたがって，生産力の向上P もと

で就業労働者数が減少しない場合においてさえ，一部就業者の駆逐がすすむし，かかる熟練の変化

をふくまぬところでも，資本は駆逐にさいしては，老朽化レた労働力を駆逐し,吸引にさいしては

新鮮な労働力を吸引し > 一定の労働力からできるだけ多くの労働をひきだそうとす？)。匕うして,
生産力向上 • 新生產方法の導入や産業循環による変動の過程で， 「労働者は， いつも反撥されては

吸引され，あちこちとこづき廻されるのであって， しかもその際，募集労働者の性•年齢および熟

練さは絶えず変化する。」のであり，「労働者世代の急速な交代j ，「より低い等級」の労働への労働 
(18) ’

者の転落がすすむのである。
(19) '

以上のような事情のもとで，相対的過剰人口の一部は，きわめて遅れた経営• 労働様式において, 
非常に劣惡な労働諸条件のもとで不規則に就労し,好況のもとでのとくに顕著な吸引が生じる場合 

をのぞいて，そこで滞留する「停滞的形態J の相対的過剰人口となるし,そこにおけるきわめて劣 

悪な労働 • 生活諸条件は, これら労働力をしてますます「あわれな生産様式の内部でのみ労働とし 

て通用しうるようなI ものとしていぐのである。さらにまた, こうしたなかから，相対的過剰人口 

の一部は，「相対的過剰人口の最低の沈澱J といわれる「被救恤的窮民」 へ，ざらには犯峁者•浮
(21) ノ

浪者 • 売春婦などのルンペン層へと転落していくのであそ。 ，.
そして， こ の 「停滞的過剰人口」や 「被救恤的窮民」は，農業?Cおける生産力の向上•よって駆 

逐され • 農村に滞留している「潜在的過剰人口」とともに，資本によって吸引されにくいので，そ 

れらの一部は長期的にそのままの状態におかれ,「固定的過剰人ロ j を形成するC；ととぢる。

注(16) a.a.O., I, S： 4 4 5 .訳，I, 686直， '
(17) a.a.O„ I, S, 4 4 5 .訳，I, 686頁， ,
(18) a.a.O., I, S. 4 7 8 .訳，I, 730質，

(19) tt.a.0., I, SS. 676〜7. ?凡 I, 993頁， ,
(20) a.a.O., IB, S. 2 8 7 ,訳，U, 373見  . , '
(21) a.a.O., I, S. 6 7 8 .訳，I, 995H。

( 2 2 ) 以上，劣働者の転落の抑題や「伶滞的過剰人口j , 「潜在的過#】人口j の問題について，くわしくは，_ 稿 「マルクス
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( 3 ) 以上のような労働者の就業の不確実性• 不安定性，労働者の転落が，労働者の資本のもとへ 

の従属を強めるものであるこどはいうまでもない。'低廉な賃金でも働こうとする相対的過剰人口の. 
存在は，労働者間の競争を強め, 就業者の労働.諸条件を切下げる圧力となるし, しかも，ある時期 

に相対的過剰人口が稃茌するといケだけではなく，労働者が産業循環9 周期的変動のもとで,就業 

の不安定性が恒常化しているという.ことは，労働者め要求 • 闘争を阻害する大きな要因となる。あ 

るいはまた，以上のような過程で形成されていっネ「被救恤的窮民J の大部分やルンペン層は， も 

はや就燊者に対す恙競争者ではなくなり，産業予備軍としての機能を失っているのではあるが，そ 

れらの悲惨な状態は，達業予備軍をして、 リ低廉な貨金でも就業U ようとするよう作用すると,とも 

に，就業者の资本に対する要求• 闘争を弱め，劣悪な諸条件のもとでも就業を維持しようとするよ 

う作用する。 . '  ’ . -
もちろん，資本制生産のもとでは务働著の競業の不確実性•不安定性が絶対まぬかれないという 

ことは，労働者の団結*闘争を強める面ももってい冷し, その団結 . 闘争をすすめる過程で，労働' ; . . .  ；：’ ；. '  ' '  V " .
者はしだいに，就業の不確実性 • 不安定性が勞働者の団結'•關争では決して解決できないものであ 

ることを認識し, 資本主義体制自体への批判と反抗を強めていくことにもなる。 :
. I ■

(ffl)
. - . 』 ....、 . . . . . . . .

以上の考察との関速で，『資本論』 における相対的過剰人口論の展開について， 若干論及してお

く必要があろう。相対的過剰人口論は，マルクス経済理論の礎石の1 つであり，資本制生産の発展 

における相対的過剰人口の創出という問題をいがに把握するがということは, 相対的過剰人a それ 

自体のみで、はなく, 努働者の状態 • 貧困= 窮乏の内容にかんする把握を根底から規定す’るものでf e 
る。しかし，『資本論』 での相対的過剰人口論の展開には, 必ずしも明確セはない部分がふくまH  
ているし，それをめぐづ，て古くから論議がくり返され，いまなお統一した充分な解釈がみられない 

状態である。以上の考察はそれ自体，この問題に対する一定の解答をふくむもめではあるが，本稿 

のテーマによる分析の限定ももったので, r資本論』 における展開について若午補足しておくこと 

とする。 ' : : : ’ ' . …  ' . .へ . ： •
; ( 1 ) 従来の論議の焦点はつぎめ点f e f eゥたd ; :

資本の有機的構成め高度化は，可変資本め相対的減少♦労働者数め相対的減少を必然作するこt  
は明らかであっ:ても/ マルクス自身指摘するよ、うに，投下資本量が拡大すれば，有機的構成の高 

庇化にもかかわらず，可変資本量 • 労働力数が絶対的に増大することは可能である。労働力の絶対

— . . •  .. .... .
の相対的過剿人0 論にがん十る一考察」 三̂ば丨学会雑誌』1的)年4 月号の绐4節、第5節, ，および「相対的過剰/、「」をめ 

ぐる若干の問題—— とくにそのp停滞的形態』を中心として—— 」『講座*現代質金論J (哿木ft店）II所収，を参照され

59細)
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量の推移， したがってまた, 労働力の絶対的減少K よる相対的過剰人ロの形成が現実に生じるかど 

うかというととは，資本蓄積適程における，肴機的構成の高度化と，資本の量的拡大どいう2 つの 

寧因によ っ て 規制される。 しかも，とれら2 ぅの要因は，相 :S：に密接•不可分の関係をも っ て い る 。 

ここから，有機的構成高度化と資本の量的拡大どがからみあいつつ進む資本制的蓄積の過程で，労

働者の駆遂= 相対的遍剩人ロの形成の必然性はいかに把えられるべきか， 『資本論』 ではそれがい. . .
かに論じられていたのか，という問題が生じてくることになるわけである。 •

なお，かかる問題についての従来の論議では，ほとんどの場合，本節冒頭で注意した基本的論点が 

無視冬れ，相対的過剰人口が缉実に発生するかどうかという点にのみ論議がむけられているが，その 

こと限界は一応ここではとわないこととする。 ：,
いま1 つ，農業部門での資本蓄積• 生産力の向上においては/ 「非農業的産業におけるとは異な

り，その反 撥 Repulsionがより大きい吸引Attraktionによって補われることはないであろう。」か
(23)

ら，「農業では，生きた労働の要素の減少が絶対的でありうる。」ととを注意する必要がある。このこ
(24)

とが生じるのは，「農寒では，一定の地所を利用するために必要な可変資本が絶対的に減少し， した

がって可変資本は新たな土地が耕作されるかぎりでのみ増大しうる……,からである„ したがって，
(25) ,

非農業部門につい弋は，人口の変化を度外視しても，農業からの過剰人口の供給に.より，勞慟カ供給 

は増加することとなる。この点は, 以上の問題の把握を明確にするために，一応捨象しておくが， 1.
つの見逃しえない問題である。

( 2 ) さて, 以上の問題にかんして『資本論ノ'のしめしんことはつぎのように理解される。 . 
マルクスは，有機的構成の高度化のもとでも，総資本の増加により可変資本•労働力数の絶対的 

増加がありうることを充分認めるが, このことについてつねにマルクスが強調するのは，この絶対 

的増加を可能とするような累積的な資本の量的拡大が，あらゆる分野で: , しかもつねに，荚現され 

ていくことは不可能であるという点である。すなわち, d の絶対的増大に言及する際,マルクスは 

つねに有機的構成の高度化がすすむもとでは，この可変資本•労働力数の絶対的増太のためには累 

增す？)資本蓄積が必要となる点を強調した.う, えで，この累進的な蓄積自体がさらに•一層の生産力向 

上 • 有機的構成の高度化を促進する源枭となることを注意する。また，それとともに，この累進的 

蓄稂が資本制生産固有の種々の諸変勋• 諸制限のもとで進むことを強調し, かかる諸変動•諸制限

がさけられぬ以上，有機的偁成の高度化による労働力の駆逐の作用は，ある分野で部分的に，あ各

   - . : ;  - ■ ■ .
注 (23) K. Marx, Das K aiiital, I, S. 677. 訳， I, 993頁 。’ t

哦耕におけ.る機械の使用は大抵のばM 、, エ圾労做！若の蒙るような肉体的技德の恐れはないが，機械はこの場合には， 
……穷働治を13過刺化J させる点では一そう力強く虹つ反撥なしに作川する。j (I, S. 5 3 0 .訳，It 7册〜9H) ただしこ 

の r反撥なしにJ は ohne Gegenstoliで，灼咨的には，r過剰化j が反作なしにつらぬくこであり，穷働者の「反撥 
Repuldonj = 企業がらの駆逐ということとは全く興なる。

(24) a.a.O., I l l ,  S. 2 9 3 . 訳，III, 380瓦 

<25) a.a.0„ III, S, 687, 訳，III, 897H .
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V、はある循環局面ではV、っせいに，現実化するとV、うのである。

第 1 部第23章第3 節では, 雄資本の増加による労働.力数の絶対的増加の可能性を認めた後て)づいて 

つぎのようにいう。

「与えられた大いさの追加労働者数を吸収するために，または一 ^日資本の絶えざる姿態変換の故

に------すでに機能しつつある労働者数を就業させるためにさえも，桌進的に加速される総資本の蓄積

が必要とされるだけではない。この通増的な蓄邊および集中そのi のがまた，ふたたび. 資本k 成の

新たな変動の，または，資本6 不変的成分にくらべ/こ对変的成分の又t ても加}g 的減少、d —滬H
転変する」 - . ; ! • ’ 、

そK これにつづいて， 「注会的総資本を考察するならば，その蓄積の蓮動;^時fc’ほ適期的変動

を惹起し，.時にはその諸契機が' ® 盤^ 生産部面に配分される。」 という指摘と，それについ

ての叙述がみられる。 ： 、 '，
• (26)

第 1 部第4 锔第I3章 「機械と大工寒」でも, 「•…"工場労働者総数の増大ば，工場で投下される総 

資本遙かにより急速な増大を逢住とする。j とのべた後に，つづけて「だがこの過程は>
產業循環の干および満潮期の内部でのみ行われる。のみならずこの過程は，時には潜勢的に労働 

者に代位し時には事実的に労働者を駆逐する技術的進歩によって常に中断される。」という。

つまり，，マルクスは，有機的構成高度化のもとにおいて可変資本•労働力数の絶対的増大をもた 

ラすような累積的蓄積が，社会のあらゆる分野で，しかもつねに，実現されるのは不可能であると 

V ? こととの関連において，有機的構成高度化による相対的過剰人口の創出の現芽i 化を把えていた 

と理解されるのである。 しかし，上の引用文にもうかがわれるように，それがなぜ•いかにして不 

可能であるかが明確にされないため，相対的過剰人口の現実的創出自体にっいても不明確な点を残

すこととなったのである。. ( 28) .  ..へ；.. • 、 , •

>±(26) a.a.O., I,組  663〜5 . 訳，I, 976〜8頁， ' :
(27) a.a.O., I, S. 4 7 7 . 訳, J 729頁。

( 2 8 ) たとえば,（注2 6 )の引用文にく>づぃて‘の叙述はぅぎのようであ名。

「若干の部间では辫本構成における変動が，資本の絶対的大いさの増加なしに, 単なる集積（中？）の結果として生ず 

る。他の諸部面では，資本の絶対的増加が，その可変的成分またはそれによって吸収される労働力の絶対的減少と結びつ 

いている。その他の諸部面では，資木が，時にはその与えられた技術的基礎上でひきつづき増加し，その墻加に比例して 

追加的労働力を吸引するが，時には有機的変動が生じて，その可変的成分が収縮する。，すべての部面において,可亦資本 
部分したがって就業労働者数の増加は，つねに, 激しい動揺および一時的な過剰人口生産に-—- この後者が，既就梁労働 

渚^反撥という比較的に眼だつ形態をとるか，それとも, 平素め排水渠への追加的労働者人口め吸収困難という比較的に' 
眼だたなし、が同じような効力をもつ形態をとるかをとわず一結びつり、ている，….‘.j  (a.a.O., I, SS. 663〜I 訳, 1 , 977 
貝。） . . ； ■ ■
あるいは，第3 部第3篇第15章ではつぎのようにいう。 .
「労賃に投下される可変資本が比率的に減少するにも拘わらず労働者の絶対数が増加するということは,すべての生士 

部門で生ずるわけではなぐ. またすベての生虛部門で均等〖こ也ずるわけでもない。農業では，也きた労働の興素の減少が 

絶対的でありうる一(a.a.O„ III, SS. 292〜3 . 訳，- Iil, 380頁。）

以上の諸'〕丨用文は充分な分析をしたものとぼV、えないが，有機的構成高度化のもとでの就栗労働者数の絶対的増加に•つ 

ぃて，マルクスが，つぎの諸点一生趦諸部H におぃて, 生産力向上と資本蓄猜が無政府的，. 不均等的〖こすすむがら,あ 

らゆる部面で就業者の絶対的増大が生じないとぃう点と，ぃずれにおいても, 資本の跫的拡大は生洩カ向上《有機的储成 

高度化の源衆となるので.労働乾の絶対的墙大は永続しないという論点一一を強調しているということが明らがであろう》

— — • 6 1 (.915) --------------
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こめことは，レうまでもなぐF資本論』第 1 部における論迦段階 • 分析対象の方法的限定t よる 

ものである。そこではなお，社会的総資本の再生産 • 流通における市場の資本制的諸条件，諸制約 

や，そのもとでの諸資本間の競争• 対 立 （一部資本の生産力向上*菩積，他方での衰退• 没落）および產 

業循環の周期的変動は, 分析対象とはなっていなぃ。しかしながら, 々ルタX にとらては，資本制 

的蓄積の運動が，資本制的制約をうけた市場の諸条件のもどで,資本間競争を通じてたえざる変動 

をぐ ?)返すこと，全般的に累進的蓄稹めすすむ好況は恐慌の爆発を準備し• それを必然化し,資本 

蓄積は産業循環の運動を通じてのみすすんでぃくことは，きわめて明白であったから，請 る問題を 

分析対象としなぃとぃっても，かかる問題をぬきにした•資本の暈的拡大傾向と生産力向上とを想 

定するC とは許されなかった。 それゆえ，『資本論』第 1•部では,’マルクスは上の引用文にもみら 

れるようなラフな論点指摘であったし， したがって内容の不明確さをまぬかれながったのではある 

が，しかし，資本制的蓄積が, たえざる制限•変動や産業循環の周期的変動を決してさけられなぃ 

とぃ、ととを大前提として問題を提示し, 生産力の向上•有機的構成の高度化が労働者の一部を駆 

逐する作用が，かかる資本制的蓄積のもとでは必ず現実:化せざるを得なぃことを強調し/こめである。

また，. このような大前提との関連におぃて，どみ相対的過剰人口が「寧本のf e変常ケき増殖欲望 

のために，現実的人ロ増加の制限にかかわりなく何時でもすぐ利用できる人間材料」（前出）を提供 

する産業予備軍として機能すること、 「転変常なき増殖欲望」 や 「近代的産業の特徴的な生活径路 

… -“ 10年目ごとの循環とぃう形態」（前出）のさけられなぃ資本制隼産では，この;1|1対的過剰人口の 

存在= 産業予備軍の存在は，資本制生産の「一実存条件」であることを強調したのである。

しナこがって，マルクスが資本制的有積の堯展JCとi なって，相対的遍剩人口の生產が増大すると 

ぃう時も，それは, 上のような内容におぃて相対的過剰人口の現実化の規模が拡大すること—— 資本 

の集積 • 集中により生産力向上 • 有機的構成高度化の発展がヨリ一層促進されるとともに，「資本 

の突然的膨脹力が増加J し，「資本による労働者の屯り大ぎぃ吸引がそのより大きぃ反撥と結びっ

ぃてぃる規模もまた拡張されJ るとぃうこと一一とじて把えられてぃためであ>って，決して，固矩
卿  . . , . . . . . ( 31)

これらはいずれも貴ffiな論点ではあるが, これのみでは不充分と思われる4 .

第-表は, この鹿題については, まず，資本の架猜的拡大が，資本制的な市場の諸条件•諸制約によって規制される点に 

nu項の— 般的根拠をもとめたうえで，かかる市場の規制のもとで, 諸資本阀競肀を通じてすすめられる生鹿力向上•有機 

的構成高度イ匕の発展の不均等性から, たえず/ 程度の盖はあれ，ある部面で就槊岩の.駆逐が现突化するという而（たとえ 

好況であっても，一部では就業者の駆逐が生じうる）と，资本制的市場の諸条件.諸制約の:1づの現われというべき産菜 

循環の変動のもとで，資本の盘的拡大が規制され，就業労働潘の絶対的堝大が決して持続しないという而とを,指摘すベ 

きものと考えている。 ’ ：

注(29) a.a.O„ I, S. 666.訳，1 ,980頁。（注 8 ) の弓丨用文をあわせて参照のこと。これは,阀引川文の翁略部分にあるもの 

である。 へ、 .... - - . ；

(30) I, S. 664,訳，I, 978頁。 ：.

( 3 1 ) 資本制生密め発展にともなう相対.的過剩人PIの也鹿がこのようなも0 である以上, その推移を朋確に把えるためには, 
各周期ごとに，不況から恐慌爆発にいたる各局而における相対的過剰人口の存在状藤弓創出• 減少”創出の状態を明らか 

にし- それら全体について周期C•とに比校する必驳がある。 ；, *
 * 6 2  ( P i ^ ) --------------
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的 • 慢性的な相対的過剰人口が累増ず;6 ということを主張しているのではない。（この内容について 

も，『資本論』の説明は不明確な点をふくむが，その内容ば，本節（i ) . ( m でのべたような形で,理解すべき 

ものと思う。）

もっとも， ( n ) で指摘したように，相対的過剰人口の一部は，，労働者の急速なる消耗•転落を

通じて，「固定的過剰人口」 「停滞的過剰人口」の一部や '̂被救恤的窮民j 一 1■•とだるの:であるし，

資本制生產の発展とともに，この固定唐み増大する傾向にある'ので, このがぎりでは，固定層の存

在とその増加傾向は認めなければならない。

従来，w ルタズの相対的過病人口論については，，’々 ルクスが，資本制生産の発展過程における，

一国の総資本の増加趨勢, 有機的構成高度化の趨勢を考え，それらに規定された可変資本• 労働力:
数の絶対的減少の趨勢とそれによる相対的過剰人口の累積的増太傾向を主張したという理解が少な

くかいが，かかる解釈は，マルクス理論に対する大きな誤解をふくむものといわねばならない。；
(32)

各周期どとに, 循邊の中位的活況一一本稿でのほぽ好況初期にあたる一を比較すれば上いという見解, あるいは，循 

環の中位的活沢を比較して相対的過剰人ロの,増大傾向を主張しようという見解があるが，,これではきわめて不充分であ 

る。だせ*なら- そこ匕は，恐梳 .不況でどの程度の相対的適剰人口が剖出されていすこのかというととは，必ずじもはっき 

りと皮映されていないし，反対に，好说局面での状觸も反映されない。さらにまた，新しい循環において生産力向上'有 

機的構成高度化が実現されたことの影響も，そこには充分反映されない。不況末期以降，新生産方法の導入が咚f 字令と 

しても，中位的活況において，その循環周期で実現される新生産方法導入がどの程度普及しているかは，一定ではないの 

であり，相対的過剰人口の存在の程度ゆ, その普发程度によって規制されるからである，
注（32)' .オツぺソハイマーのマルク 乂批判(Franz Oppenheimer, Das Grundgesetz der Marxschen Gesellschaftslenre, 

Berlin* 1903.)以来,:マノレクスの相対的過剰人口論に対する批判に糾、ては，大体このよシな解釈が共禅しており，そ9  
S 礎上で, 就業者数の絶対的減少= 相対的過剰人口数の増大の傾向を否定したり，相対的過剰人口の増大傾向を主張する 

ために■は, 劣▲力丨共紿の増加趨勢を俞提する必耍が洽るとしたり, あるいほ, 就橥者の絶対数の趨勢は不確足.したがっ 

て相対的過剰人口が発也するかどうかは不確定であゐと主張したりして，マルダス理論.が批判されたのであったへ熊谷尚 

夫氏も，とのような解釈にたったうえ:で, マルクス理論が，労働力供給の長期傾向泛かんする’ 「もる特定めfe説」を前提 

しなければ成立しないもの'である'と批判されているいび資本主義経済と—雇傭J )り， '
マ少クス経済学の立場:C、も，.細かい点め差はあるtこしても, 上の解釈と共通するようネ見解でもって，マルクスのffl対 

的過乗J人口論が，長期趟勢的に，相対的過剰人(3数6 粜増傾向を主したものであると解釈するものがかなりみられる。

たとえば, 真実一男氏は, マルクスが「たとえ一時的に可変資本の相対的減少= 絶対的増如があるよ5 な- 合でも，そ 

の傾向として労働需要の絶対的減少= 産業予備軍の果進の必然株を解くものとして*■産業予備軍の理論』 を提示したJ 
(『機械と失業—— リ々アドヴ辦械論研究一J 頁）といわれる。

最近では. 玉垣良典氏が，相対的過剰人口0 削出を, 產槳循環C)変動におけ:る 「労働者の反撥と吸引の規模拡大J とし 

て把えること泛対し，「最気失業説的托腺J として，批初される。そして，マルクスの相対的過剰人口論が，一定の歴史的 

発躲条件を俞提してV 、た点を?ぶめ'る久ぎであるとし，資本蓄積が; 劣働需费商と同時に:> 供給面に対1>て作用し「手工 

衆者 .農民など独iyj、也產ゼ6 プロレタリア化j に•よる労働供給は増力_ 向をしめしているということを，指摘され，こ 

れを前提として齒_ 予備軍巢進め必然性を説ぐべきであるとされる。（「マルクス蓄贽論片関する一考察っ广资本制蓄被の 

一般法則と現代資本主義一J 経碎学論集一绾7号）もっとも， 资本脊積が労働力供給を増加させる作用をも巧こ

とは明らかであり，マルクスも度々指摘しているが, しかしそれは，相対的渴剰人口を培加する一因どして把えるべきも 

.のン思われるノン

念のために。上のような主張の基礎には，相対的過剰人口論は，「たんなる循瓖をこえだ趨勢の理論」.「傾向的法則J論 

(典実氏，191頁）であるべ含たという考えがあるのであるが，r傾向的法則」,を問題と十るということはト動態をぬきに 

した，相対的過剰人口の存在跫の趨勢を語ることを意味するものでは決してないい相対的過刺人口が，本稿で明らかにし 

たような内容のものであもi i , 氺搞のような内容ヒおいて，相対的過剰人口め創出とその墙大を把えること.は，決して 

たんなる「循環J分析ではないのであってこれこそがまさに资本蓠積の「傾向的法則」の分析にほかならないのである。

63(917)



v 知れ’名茂で芯。》艾IS?-は撕ズ^は職

產業循環と相対的過剰人口 >賃金 

第 2 節 産 業 循 環 と 賃 金

産業循環の変動のもとでの貧金の運動を考察するに先だって，労働力商品の価値規定の把え方, 
賃金= 労働力の価格の運動における労働力の価値規定の意味について，̂ 午注意しておきたい。ご 

れらの問題については，従来誤づた見解が少なくないので，あらかじめ注意しておく必要があると 

思われ.るからである。 \
( 1 ) 労働力商品の価値は一般商品と同じぐ，商品の生産に必要な勞働時間によって規定される 

しかし， 特殊な商品 • 労働力j iあっては， 「労働力の生産とは，個人自身の再生産または維持のこ 

とである。」から， 労働力の価値は， 労働力の担い手たる労働者の再生產• 維持のための「ル活手 

段の生産に必要な労働時間」によって規定される。そして，人間労働者の再生産に必要な生活手段 

9 範囲は，（ぶ歴史的産物」である/こめ，「労働力0 価値規定は， 他の商品の場合とは皮対に， 一 の  

續史的および精神的な要素を含んで^^る。」のであり， これをめぐって， この価値規定わ把え方が 

問題となるのでもる。

また，労働力商品では，一般商品のように，価格の変動に対応して商品の生産が増減し，それに 

よO て商品価格と価値が— 致していく メカニズムがない。 したがって，労働力商品においては，労 

働力の価格= 賛金の運動において，価値はI 、かなる意味をもっているのか,労働力の価値が労働力の 

西生産に必要な生活手段の価値によって規定されるという法則はいかなる内容でつらぬかれるのか， 

ということが間題となるのである。（これら2つの問題は相互に密接な関係をもっている。なお穷働力の 

. 価値規定A は，労働者家族の必要生活手段，労働力め一定の育成.♦訓練の費用が入るのであ；5 が, ^ こ で は

「必要生活手段；j の範囲についての把え方についてのみ言及する。〉

• . • '
Y * ' . ン •

• • , i  ̂ 、

( 幻労働力の価値を規定するところの . 勞働力の再生産• 維持に「必要な生活手段」とぃうのは

労働者の寧淨钟半辱学字 :•半 輕 卿 j 今で, 努働者が寧— 者と’ して再生産.：•維持さやてぃく 

? 冬5 予平冬令令？？ Y 令寧瓚呤「孕？半辱f 学や^ ^ 嚀和にょって決定されるものでぁって，

決して，希望.的 •あるいは規施的な生活手段の範囲によって決定されるのではない。それは，一矩の 

期間にわたつて，労働者の大半の実際上の生活のなかに入りこんで，慣習的生活様式 • 生活展求を

..注(3含） Das Kapital,I( S；178. fj(, I, 320K.
(34) a.a.O., I, S. 1 7 9 .訳，J, 320頁。 •
(35) a.a.O., I, S , 1 7 9 .訳，I, 321見
(36) a.tt.O., I, &  17H I ,  321見 ，

- — 6 4 (918)
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構成するものとなってしまっているものであり，それが欠如すれば* 勞働者としそb 慣習的生活の 

不充足 •、破壊が痛感され名ようなもめであるV それゆえ，; この慣習的「必要i 活手殷J は,労働者 

が，それにっいて生活上不可欠な.もめどして極力她保しよ,うとする力をもってV、名ものであ今。労 

働力の価値を規定する労働者の「いわゆる必然欲童の範囲」が 「本質的には，如何なる条件のも 

とで」またがって如■る憤習や生活要求をもって一自由労働者の階 ® が形成されたかとぃぅ 

ことに饫存する。J ということのなかには， 労働者がみずからの慣習となっている生活をまもろう
. . ( 37) . . へ」 . : .-ン：ハ . • .た' 丫■.

という力をもっ存在（それが組織的なものであるか”個人的反抗というものであるかはともかべ）であるこ
. . • ハ

とが前提されており, 力ゝかる意味における「慣習や生活要求丄が労働力の再生産に必要な生活手段 

の大いさ*労働力の価値の太いさを規制す？)のである。それゆえにとそ，この慣習的「必要生活手 

段の平均範囲j が • ■したがってそれによo て規制された勞働力の価叙が，現実の賃金決定において 

一定の重要な意味をもっ6 で f eるレ
, . « ■ . - . . t  \  . • . . . . . . . .

もちろん，労働力の.価値を規定すざ慣習的「生活手段の平均範囲」は，労働者の願望•希望 •一 

般的欲求どv、う点からみればきわめて不充分である。 資本赛階級や中間層がはるかに高級で豊かな、 

生活手段を享受しており，労働煮が工場や市場で、それらの高級な生fc;手段を生産•販売しているので 

あるたら，労働者が一応労働力の価値どおりの賃金を受:け, v慣 習 的 「必要生活手段j を確保してい 

たとk ても，労働者に多:く々欲;求不满がある:こと沣いうまでもな\ v . こめ意味では,労働者の欲求 

不満はむしろ資本主義に本来的なもの:Cあるといえよう。マルダ义も,労働力の価値どおりに支払 

われた労働者にっいて， 彼らめ個人的消費が，…彼自身にどってぽ」, 「fe乏せる個入を再生産する 

にすぎない：T こと；これ匕そが貴労働着の個人的消費•再生産に括かならないことを，鹼調してい 

るのであるV ごどfctf,  % 働者が現在の掼智的生活水準以上fc新しい生活手段を獲得b ようという
. * . . . . - . . , . - • , - - . .  - i •， . O ■ . - ，.

，要求 • 闘争を行なっていく基礎があるのであるし，後にふれるように，長期.的には，慣 習 的 「必要： . ； ■ I ' ： ノ • '■ ■ ■ ' ■， ■■ ■
生活水準」の增木もありうるのではあるが，一定の時代では，この慣習的，「必要生活手輯の平均範 

四j はほぼ一定のものとなっている。 …. ' . . . . . . . へ … . ノ ノ . '  . , . *
従来，労働力の価値を規矩する必要生活手段の範囲を，希M的 . あるいは規範的要素をふくめて部、 

羌る解向は, 程鹿の差はあれ，かなり広机にみられヤ ( , '.パ,'..,:
，また，このような見解と，相女、j的過剰人0 を慢性时. 固定的存在とみなす誤った見M とが結びっい

—— . . 1 — 心 へ '.:ぐ:.:へ. .V.:..… ゾ - : …プ ベ :） ..へ ’：'M 、 へ ：...:へ：--.-づ

注(37) a.a.O” I, S .1 7本 和  1, 320今頂。 …一  , . : ，

(38) a.a.O., I, S_ 6 0 1 .訳，1,895頁， •
( 3 9 ) かって* その極绱な見解と;し: ^ 岸本英太郎氏ば, 「その時代めネi 会的文化的水• として当然f l i t 》夺，標準生計 

费j • 「现突に望ましいものとして欲求されうる標準生計费j を 「経辦学上の用語で表現すれば， 锄力の価傅j とい5 .V 
と 射 i：らない!) (《■窮乏化法則V社会政策j 汸2頁）といわれ. % るレ、は永酑順造氏は. に労_力の価値とは労働渚にふさ 

わしい生活费j . 「労働者が世間一般の人々のなかにまじって，，肩身のせまい,肌 、をしなん、た•けの生活水_ でなけれぱなら 

ない。」 （『锊金p 話一一そ.の見方• 考え方■マr - j  34〜5瓦) とV，われたa とめような極端な生银は现在セはみられなぐなっ 

た々 V ‘し々 、し/ 程度の塗はあれ. 労働力の価他を，とれらにみられるような希塑的. あるいは規输的な奴因をA くネて把 

える览‘解はいぜんとして根弥く残っているように思われる。 '
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て，資本制生産におい:ては，相対的過乗!!人口め圧力p .もとで:，.賃金がたえす•劳働力の脑値以下へ切下 

げられているという見解が少なぐないし，労働者の窮乏や低賃金をもっぱらこの労働力の価値以下へ 

の賃金切下げにもとめる見解も存在する。 -
しかしながら，かかる見解は多くの点で大きな誤りをおかしている。

たしかに，賃金が労働力のI®値以下に低下することは，窮乏や賃金の重要な要因で‘ るが，しか 

しとのとどをもって窮差や低賃金の主要内容とみなすことぼ謓りである。ふによりも重要な問題は，

賃労働者の労働• 生活諸条件が，本搞で考鑫ずるような資本制生産の諸関锘によってきわめで不由定 

かつ不充分なちのとされているもとで，労働者の慣習的生活様式•生活要求自体がきわめて貧翁んも 

のとされ，狭いぞ囲の慣習的ィ必要生活手段j でもって労働力が再生產さ我る関係が維持されていぐ 

ということ.自体にあるのである。づまり，労働力の価値の低位性それ自体あるのでおる。、

さらにまた，上のような見解では，労働力の価値は賃金の運動を規制するうえに何の，作用ももたな 

いものとなってしまう。労働力商品は，—般商品のように，商品生摩の増減により価格と価値とがぺ 

致する傾向をもっセはいないので，価格と価値とが乖離した状態がある程度持続する可能性があるわ 

けである。しかし，労働力商品にあっては/ 労働者の要求• 閼いが，労働力の価値以下への賛金低下 

• を阻止するための有力な役割を演じるのであり，相如的過剰人口の庄カの.も.とでその低下を容訊せざ 

るを得ない時期があP たとしても，そめ圧力の軽減とともに，寶上げを_ 瑰していく。もし，相対的 

過剰人口の大量的存茬が長期間持続し, その庄力のもとで，長期^:わたって,.賃金が労働力め価値以 

Fへ切下げられ，慣習的 r必要生活手段コの欠孝がむしろ.事寧化してしまったとすれば,かかる長期 

的欠乏のもとで労働者の生活要求の萎縮，慣習g 「必要生活手段の平均範囲」自体の縮小が生じ,.以 

前よりも少ない慣習的•■必要生活手段」によって労働力が再生庫される関係が取成されるのである。

' つまり，労働力の価値自体がョリ低い価格水準にまで低落するのである。 （このことからも，窮多や 

低 時 の _ に 机 、て，侧 ：̂雛 以 下 へ の 餘 釘 げ の み で は な ぐ 漏 力 の 麵 雕 そ れ 自 体  

に注目をむげなければならないことが明らかであろう。） ' ’ '
労働力の価値自体の上昇については, 後 に （n ) でふれる。

■ • . n'  ' ' ‘ .  ' , •

(n)  • . ,
ゾ . -

( 1 ) 恐慌 •不況期に知いては，低い貨金でも働こうとする相— 的遍剩人口が大贵存在し，資本 

は こ の 相 _過 剩 人 口 の 細 上 で 恐 慌 • 不況期における損失.低利潤率をカバーするために労働条 

件を可能なかぎり切下げようとするので，賛金切下げの強い圧力が働いている。

この場合，質金の下限を決定するものは , 労働者の惯麵生活德式.、生活欲■ こ 規 难 れ た 「必 

耍生活手段の範囲j , いいかえれば労働力の伽値6 水準と， そめ慣習的な「必要坐活手段の範囲」 

をまもろうとずる穷働岩の力力V 大量の相対的遒剩人ロの年力のもとでどの程度のも.のになってい

-----：— ------' . . . . ノゾ. . . . '  . . . . .
注 く ^  !1嚇 「窮乏化論J (遊部 久 麵 著喂本論研究史』所収) を参照されたい9 ただし，貨金が労働力の伽 

ける剛こあるという見解は，そのこと讀乏化の卿とみる論者めみではなく, それよりかな

' * —  6^(920 ) - —

るかというととでもる。相対的過華!！人 P3の圧力がとくにきびしく，労働者の力がいちじるしく減殺 

されてしまウセぃるならば> .賃金が , 労働力の価値より切下げられる程度は夫となる，つまり就業 

労働者は , 憤習的. 「必要生活手段」 6 かなりを充足できぬ賃金得ることができがぃ。相対的過 

剰人口め量が比較的少なく，労働者や力がもまガ減殺されなぃ場合，’ あるい.は|相対的過剰人口が 

大量ではあるが，相対的過剰人口と就業者とわ間め連带‘ 団結に，よっゝセ労働著の力;^減殺されだV、 
場合には，賃金切下げは軽度にくぃとめられよ.う ン ぐ ‘

回復過程K入ると市場め条件•利潤率はしだぃ！̂好転し, 生産 i 拡 大 傾 向 を I；てぃくが，生 

産力め向上•有機的構成め高度化めすザむもとち勞慟著O駆遂の一層め進展,て勞働者の吸引の抑 

制が行なわれるから, . 賃金上舁の条件はほとんど期祷できない。 • -

: で.：'.:... . . . . ■ ' . .パ' "■..' . . . .  . . . 1, ノ へ ' …. ，.：. : …

( 2 ) 好況局面に入ると, 労働力雇用が急速に拡大し, 相対的過剰人口の急速な吸与丨がすすむこ: 
.とは明らかではあるが，好況局商におぃ1 相対的過剰人口の吸弓1丨がどの程度十すむのか,とぃう問 

題はV:資本め有機的構成め問題（その永準と高度化の程度) のほかに， 好涴おける硓大苒生産の拡 : 
大率とその持続性によって大きぐ左右されるので、，迦論的に確定セ' きなぃ面をもづてV、.る。賃金は, 
相対的過剰人ロの吸引ではな < , 吸引による相対的過剰人0 の残存状態によって大ぎく左右ざれる 

の で * 賃金の変化におぃては，好況局插といっても，その諸条件やあるV、は勞働力め種類によづて, 
かなりの差異があるととに注意しなければなちなぃ。それゆえ，以卞では，賃金上昇の生じる条#  
の换討とぃう形で考察をすすS る。 . パ  へ

ぐ ---… パ'  . . . .  ̂ L . . ' ..-へ./ . , . . ■ , . . . ..

• , . し ： * • •
(イ) 好況局面で労働力雇用が急速に拡大してぃくと1>ても，相対的過剰人口,被容易に破引でき 

るかぎり，資本は従来の賃金で%って雇用を拡大しようどじ，みずがらすずんで賃全奋上昇しi う 

とは決して^•なv、。それゆえ，資本の側から賃金を上昇さぜる要囪がでてぐ名のぼ，相対的過剰人 

ロがほとんど吸弓丨されでぃつた %とでなお好況が持続し, 勞働カの吸引♦確保をめく，って諸資本が 

競争する状態が生じ^ 以降にかぎられる。 • ：:

しかし，相対的過剰人,ロの吸引が于すんでぃくのは対虑もで,就業勞働者の労働諸条件を切下げ 

る相対的過剰人口の庄カ• 费働者め自1結女囷難と‘ず名努働者簡競争はしだI；旧緩和 •されてぃく^ ^ ,  
かかる関係を莲礎として労働者の要求• 闘争が高まる傾向が強ぃ。 したがっ:て, 努働者の要求♦闘 

争を通じて，労働力の不足状態が出現するがなり以前におぃて，貴金上昇が実規ザ名ことが少な1ぐ

ない 0. . - . . . . ； .''卜. , J .■；. ンパ: 、 . . ：」:.ベ.:'ぐ'
その場合，，好況下での高利潤率は, 資本の譲歩を相対的に容易とするし, 市場の拡大するもとで， 

資本が生産を急速に拡大しようどI ;でぃるというどと4 ) , 闘# に対 I ;て,資本が生産の中断を極力 

四避するために若干の譲歩を選ぶとぃう傾向をうみだす。

— 6 7 ( ^ 2 ) - 一 -
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( ロ） 相対的過剰人口が残り少なくなったもとでな和雇用拡大がすすむとすれば，個別諸資本は 

先を争って労働力を獲得す:る め ，他の企寒からの労働力の移動を惹起するため，従来の賃金•他 

企業の賃金に比べ，若干高率の賃金を支払うこととなる，一部の資本がかかる行為を行なうならば， 

他の諸資本は，雇用拡大のためにのみではなく, 他企業の引抜き％防止し‘従来の労働者を確保す 

るためにも, 少なべとも同等P 賃金 • （目的の確実な実現のためには) ヨU高い賃金を支払う必要が生 

じるので，賃金の傾向的上昇が出現することとなる。

また，就業労働者のできるだけの労働時間延長を実現する/こめに，割増賃金率の上昇が行なわれ 

る傾向も強い。 したがマ.ズ就業労働者Q 賃金額は労働時間延長と賃金率上昇の結果として増大する。

なお，機械制大工業の発展のもとでは，全体的に熟練の輕減 • 労働め単純化がすすむとと4 に， 

労働過程における労働の熟練• 強度の同一化 • 標準化がすすむため，熟練 . 技龍•能率等にかんす 

る舞別差が問題とならなくなる傾向があるが，熟練労働の分野では;’ 程度の差はあれ，現実にはな 

お そ の 残 る し ，資宇はでき今だけ良質な労働力を雇用.しようという強い要求をもっている。そ 

.れゆえ, 労働力の獲得 • 引抜きとそのための鬈金± 昇が生じるのは，まず良質労働力© 獲得‘引抜 

. ，として現われるから, . 同じ労働過程を担いうる労働力 .(同一市場を構成している労働力) のすベ’てが 

取引されつくすより, ある程度以前からかかる状態力3出現する傾向が強い。 ; .
このような条件のもとでは, 労働者間競争の.作用は姿を消し，反対にヨリ高い賃金を.もどめる労 

働者の移動が，資本に賞金上昇を余儀なぐさせるよう促すとともに，先にみ仁労働者の要求，闘争 

がヨリ有利な条件のもとセヨリ強化されることはいうまでもない。

このように労働力Q 獲得 • 確保をめぐる賃金上昇が生じる場合，もし導入可能な労働節約的機械 

が存在するならば> その導入が賃金上昇によマて促進されることになる。また,導入可能な新生産 

方法が存在しない場合.にも，好況局面で労働力の獲得• 確保をめぐって賃金上昇;が生じるととが， 

次の,循環周期における新生産方法導入を実現ていぐ基礎と ,なることは，前節で指摘したとおりで 

ある》つぎ見るように，かかる賃金上昇の可能性は熟練労働の分野ほど大であるのであって,こ 

のことは，とくに熟練労働を不要化する新技術への資本の要求を強め，熟練を駆逐していくうえに 

ー荬の作用をはたすこととなる。貨金上昇が労働節約的新生産方法の導入を促すことによって,労 

働力の爾給_ 係を変化させ, 賃金上昇を_ 制するという関係は，決 L て即時的に現われるものとは 

，らない。好況局面でや賃金：t 昇が , 次の周期 • あるいはそ<p後における労働節約的新生產方法導 

み疫一考の促進作用をはたし, 次の周期においてヨリ：i ：富な相対的過剰人口の_ 礎上で労働力を低 

廉に利用していくことができるようにしていぐととを見逃t てはならない。 .
' ■ '■. - . . . .  . . . し …. . ノ  - ' '

( 3 ) 以上のような労働力の獲得競争とそれをめぐる賃金上界は，あらゆる労働力について一 餅

に生じるわけでは決してない。 ‘
(41) •
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一般的傾向としては, 多 大 の 「育成または訓練」費にもとづく高度な熟練*技巧を必要とする勞

分野においては，かかる労働をな、しうる • とくに「発達した独自的な労働力」の供給は限られて
, (42)

いるので，かかる分野では労働力需要の増加が続くと，相対的に早期から，労働力や吸引，•確保の 

ために，就業者の可能なかぎりの勞慟時間延長のために, 賃金上昇が生じる傾向が強い。

反対の極として, 特定o 熟練や特殊な強度をまったぐ必要としない不熟練• 単純労働め分野では， 

労働は「平均的に誰でも普通の人間が特殊的発達をまたないでその肉体の，うちに有っていも簡単な 

勞働力の支出」で十分であり* 資本制生産めもと，はこれらめ分野へは労働力が豊富に挺給される 

メカニズ今があるため, とこでば好 ‘ 木说をとわず，労働者間め競争は熟練労働力め—rfif場に比して 

はるかに厳しく，好说期セもr あらゆる相対的過剰人口が破引されづくしていく匕とがないかぎり， 

労働力争i をめぐる賛金上昇は生じない。 ： ' '
資本制的「工場伴制」においてほ，すでにみたように，生産力向上による熟練の變化,勞働カめ鞑 

M • 吸引 • 駆逐とい、浚動のもとで, 労働者の皁急な消耗‘老朽化や旧熟練労働力の不要化を通じ 

て労働者め転落がすすみ，これらは不熟練• 単純勞働にしか通用しない勞働力とされていく。他方/  
性や人種の差別や極度の食困により，潜在的能力をもちりづ熟練の育成 • 訓練©機会をもつこ 

とのできない労働力が多数肯生産ざれ七い名。以上のもめ，どくに老朽化したものほ，往々にし七 

•相対的過剰人口の「停滞的形態」をと分て，遅れた生産分野に不規則な就労を1>ており,：さらにセ 

.の転落者は「被教恤的窮民」となづ，でい名。 ■ •
また, 農業セは，すでに指摘したように，生産力の向上は必ず_ 者 数 の 絶 対 義 少 を も た げ  

.ので， 生産力の向上がすすむにともない, ：農業以外で職をもどめざるを得ない（旧農集労働者6 )  
相対的過剰人口を創出し4れ 、ぐが，とれらは，その特性により，不熟練労丨動• 肉体勞働以外め部is! 
で吸引されることは困難セある。 ： .

こめように, 不熟練，単純勞働め分野ではそとに職をもとめざるをえなV、勞慟力が蠱富ば再生産 

されていくので，他の各種の熟練労働力市場に比して，好 ‘ 木況をとわず，相対的過_ 人白め比重ニ 

も高く，相対的過棄(I人 o め庄カ • 労働者間の競争も激しいンしたがって, 好況局面において，相対 

的過剰人口の減少めもとで, 勞働者が要求 • 闘争を強めていぐという条件も，他の労働力に比0 て 

，はるかに不利であるu これら勞働h — 二とくにぞのうちでも老朽化したもめや，資 本 に よ ； そ 

广低級J とみなされているもの一一にあづては; 好況がとりわけ活激な展開をとB V あらゆ名相対 

的過剰人口をすべセ吸引しでW ぐまセ長期持続しん場合でなければ, 勞働カ争_ とそれをめく; 恙贊: 
金上舁の.出現は期待できない。また, 実際上は，不熟練•単純労働の分野で急速な雇用拡大がすす

迕(切との点，くわしくは，拙稿「マ/レタスo 賃金理論め方法論についてJ (藤林敬三博士遼曆記念論文集嗤働問題研究 

め現代的課妬所収）を参照されたい。 . ： '
(42) Das Kapital, I, S. 1 8 0 .訳しI, 322頁• 卜

(43> a.a.(X, I, S. 4 9 . 訳, I , 128瓦  ，
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み賃金± 昇が生じる場合には，婦女子の労働力化が促進きれ，これがこの分野での労働力不足によ 

る賃金上昇を抑制• 緩和する：̂因どして作用する。 . .

( 4 ) なお，好況局面では,消費手段の市場価格は一生產手段の価格上昇よりは下廻るとはい 

え—— 上昇傾向をしめし，くれゅ賃金の実質的上昇を抑制する一因として作用する。 しかし，上の 

条件の存在するととろでは，賃金は実質的に.も上界をしめす傾向にあると考えられる6 
相対的過剰人口の減少により，それによる賃金切下げ圧力が軽減し，, 労働者の団結•閼爭が容易 

となるという関係は，填に貨幣賃金のみではなく，.実質賃金の上昇を実現する力の強化を意味する 

.ものである。それ以前に，労働力の価値以下に切下げられ, 慣 智 的 「必要生活手段」すら確保でき 

なかった労働者にとって, 実質賃金の上昇によって，生活手段の購買力を増大することが問題であ， 

るのはいうま:t rもない。 . ン： /  ，文' '  . • : : ,
他方，相対的過剰人口の吸引がす,すみ，労働力争奪を.めぐる資本の競争が展開していったとすれ 

ば，そのごとも賃金の実質的上昇:をもたらす作用をもっているであろう。，もっとも，労働力の獲得. 
確保や労働時間の異常な延長のため，には，競争企業に対し，あ,るいは従来の貨率に対して，賃金を 

上昇させれば皮いのであって，そのこと自体は，賃金を消費手段価格以上の率で上昇させることを 

必要条件と文るわけではない。 しかし，急速なm 場拡大りもとで高利潤率が予想されるゆえに彳生 

産を早急に拡大しようと競争する諸資本にとっては，賃金の実質的上昇を^-従来の低い水準から 

の上昇を，回避しなければならない理由はない。 しかも，好況の活潑な進展過程では , ; t 金の実質 

的上昇は決して利潤率の下落を意味する:ものではない。 I 部門の市場価格は，消費手段の価格より 

もかなり高率で、上昇する傾向にある5のであるから/  I 部門て、は，賃金の実質的上昇は'  決して利潤 

率低下をもたらすものではない。さらに好況局面では一般的に，市場条件の好調に:よる,流洒期間の 

短縮や操業率の上昇により，固定資本の回転率の上昇 . 一¥ の固辑設備による— 定期間における生 

産量の増大が生じ, 利潤率上昇が坐じる。 ; :
.またたとえ，労働力不足が顚著なため賃金の実質的上昇がかなれの程麁ですすみ,:利潤率の低下 

をもた:らすことがあると七ても, 高い水準の利潤率が支s:己しているかぎり，利潤率が若干低下し:  ̂
も，労働力の獲得丨こよって生産の維持. さらには拡大を行なおうとずるであろう。

' このほか, 好:况局面の最高潮期では，全般的に労働時間の興常な延長が行なわれ名ので，実食賃 

金率の上昇した場合はもちろん, 実質貸金率の上畀がみられなか’ た勿働力においても，実質賃金 

，額の増加が実現する傾向ギ強い。 ； :
それゆえ，好況局面においてゆ，一 一 好況の活潑さや持縯性等により程度は興なるし，また旁働 

力の嵇類によって程度を異にするが—— 貨金額の突質的上界の生じる傾向が強いし, とれを通じて， 

それ以前に, 貨金が労働力の摘値以下へ切下げられ, 惯留的「私要坐活手段Iす，ら確保で者なかつた

70 ( m y
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労働者は，慣 習 的 「必要生活手段j を入手できる賃金を獲得す:るようになるし, さらK 有利な条件 

がある場合や労働者の要求• 闘争の強い場合は，一*時的にではあれ慣習的「必要生活手段丄以上の 

消費のできる賃金を獲得するのである。もちろん，かがる貧金は, その一部は,異常な労働時間延 

長による，も..のであ’名'し，’ 慣習的「必要生活手段」の購入以上の賛金が支払われ名..どいちでも，.’'冬れは：

あくまセも一時的であり，恐 慌 • 不況下での失業期間や労_ 力の伽値以下への寳金钧卞け％間のう !
めあわせをなすにすぎなV、めであって，むしろ, かかる一時的な賃金上昇によって償曾的な「必要 ；

生活手段」の確保とそれによる労働力の再生産がかろうて実現されていくこと忆なるのである。 ;
マルクスも，繁栄局面（本稿での好況局面) では, 労働者の雇用が急速な拡大のもとで賃金(実質• • ' .... . .

賃金）が上昇していき，.その禅頂期には，労働者が慣習的「必要生活手段」以上の消費を行なう賃金
-. , .... _ - ... . . . .  • • ..... ■： .こ..

を取得することのあることを認めていた。 ,

「繁栄期，再生産過程の大膨脹• 如速 • 躍動期には，労働者たちは完全ち就業している。たいてい I
• - . . . . . ン • . . . へ . . , . ： . : \
はまた，賃金の昂騰が生I：，商業循寧上(Q他の諸時期における平均水準以下への賃銀低落を幾らか相 '；

.殺する.。」 , ' :  >リ
.(44) .. . . . . . 、 ； . . . . . ■

「擎栄期，殊にその眩惑的礴開期Schwindelbliite……には逆である。必要生活手段の消費が増加す ，

、るばかりではない。.労働奢階級（その全予備軍も今や現役として参如する）が一時的ながら，さもな .

ければ彼等の手のとどかぬ奢侈品の消費や，さらに■，さも今ければ大部分が資本家階級にとってのみ 

,ブ必要j 消費# 段たるような必要消費財匕も手をだすのであって，このことはまた物価の騰貴をひき '

啜 」 - . し ：: ，. ' : . . ^  v
.  ,, バ

• ■ ' ' ' ' ノ. ....ノ ノ ' ' .レ‘k .■- 'ノ ，- ' ■ . - ' • . V .

( 5 ) 好 '况局面でO賃金上昇について, 最後に注意しておかねばならないのは,宇野弘蔵氏らの 

ように，好況において， 〒可- やに，追力資本がもはや苇加利潤をうまなくなるような利 

潤率下落を実現する位にまで, (実質) 賃金率の上昇がすすみ，かかるV、ちじるしい賃金率上昇による 

利■率下落が恐慌を必然化する基本原因であると考える.こ，とは大きな誤りであると.いうことである。
■ - * • ' (46) ■■ ■ ■ - . パ . >

別稿で明らか.にしたように，•恐慌の準発は，好洵局面における急激な「,1部門不均等的拡大 j 
とf> GF の深化とによジ，「傘剩生库手段」• とりわけ. 「余剰労働手段j が年々絶対暈と,しても…「余剰 

率」：においても，急速な増大.をしめしていった棊礎上において，労働手段の供給増加率が需要増加Lv
• 、 . ■ . ' . . . ， . . 冬 . .  . . .  • ■. ； . .  ■

率を上廻り， 市場価格” 市場利潤率の上昇鈍化の傾向• 卞落へ0 傾斜が生じたこと一 一 〈虫 産 れ 消 （ ： 

赀の矛盾〉の累積が限界ち達したこと—— による.ものである。 したがって，.相対的過剩厶ロのすべ 、

てが吸引されっくさず謂余丰昇が垮とんどなかったとして.も，力、か芩限界状態が出現すれば, 塬大 .
化していった「余剰生産手段」の実現条件Q悪化と新投資の鈍化との相亙促進的埽開によ‘§ 苒_塵

注(44$ : a.a.O., Ill, S, 4招. 訳厂;til, 63嗔。 :’ ン ノ . ：ィ

(45) a;a.O” II,S.414. ; :11,抑傾。 ， ぃ:,ぃ \  ，

( 4 6 )宇野弘蔵『恐慌論j .
( 4 7 ) 前掲拙稿rr生眭と消^ ) 矛盾』と途燊循腹！⑵ v  ‘， 八 '  , . へ . パ

7 1 ( 9 2 5 )  ^



輝
PI：11.IH'"1'II'〖U , M"ll' m

i
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の急激な名縮小，全般的過剰生産が出現することはぃうまでもなぃ。 へ

もし，相対的過剰人口め十べてが吸引されつくし賃全率の上昇がかたりめ程度すすむならば，それ 

が新投資の純化を促す一因として作用するし，この新投資の鈍化を契機として恐慌が爆発することも 

あろうが，しかしながら，こ'こで恐慌の爆発が生I:るとすれば，そこにおいてI 部門が歷大なる「余 

剰生產罘段」を生産する生産能力をそな表，く生産と消費cp矛辱〉の禺積，•輿熟がすすんでぃたからこ 

そ. 新投資の鈍化が退木なる「余剰生産手段J の実現困難とョリー層の新投資の減遇名の急速なる々 

イナスの加速度的波及をうみだし，急激なる全般的過剰生産をうみだすことになったのである。した 

がって，そこセは. 賃S 上昇は，新投資の鈍化の出現を早めることによづ七，怼谎爆発の時期を若干 

早めたにすぎなぃcbセちって，賃金上昇がなくとも，，恐慌の爆発は，若午連れ弋ではあK ，不可避で 

， ある。また，との場合，賃金上昇が新投資を鈍化させると“ うことにつぃ'X：も，大抵の場合は，需給. 
関係による利潤率上昇の鈍化• 下向への傾斜がすすんでぃる基礎上で、, それらとぃまって'新投資を 

鈍化させるのである。宇野氏ら© ようjこ, 好況局面におぃ-1 , 実境海題が一切生じ得なぃとみなすな 

らば，好祝局面で、きわめて高水準となる利潤率に対し，追加投資に’よる追如利興Mゼ-となってしま 

うような状態におぃこむのは賛金上昇のみとなるQ であるから，好況局面における実質賃金率の上昇 

. はまことに目をみはるものとなるであろう。 （さもなければ，利子率昂騰による利潤率下落を強調せ 

ざるを得なくなるがこ，宇野氏の恐慌の必然性め規定て、は，またもものは貴金i 界にもとあられてぃ名 

ので，かかる解釈は決して不当ではなかちう。) . '  ‘ ■ "■
またもし，筆者が強調するようなく生産と消費の矛盾〉め累積•成熟がすすんでぃなかったとする 

ならば，たとえ賃金上昇によって新投資が鈍化したとしても，それは> 決して，琚大な「余剩生逢手 

段J の実現困難と新投資との加速度的マイナス波及をう冬だすことはなぃ。したがって，それは，拡 

大再生產のピ滞イ匕をもたらすこどはあっても，全般的過剰生産恐慌を坐みださないぼずである。 ^

(ffl)

( 1 ) 以上めように, M 金のニ般的連動は，産業循環の肩期的変動のもどでの相対的過剩人ロの 

運動に i  o て規飿されてぃるめであるが，かかる関係につぃて注意しなければな'らなぃどどは;こ 

の蓮動の反復されるもとで，労働者の貧弱なる慣習的「必要生活手段ニ労働力め価値め低位性が , 
維持 . 再生産きれてぃき , 低ぃ生活水傘めもとでの务働力の再生途が保:証されてぃX というごとで

ぁ名ン: : . : ' … ぃ '： ■;: :
好況局命では，程度の差はあれ, 労働者の吸引がすすみ’，質金が労摘(力の価値水準•あるぃはそ 

れ以上に上昇することもありうるのではあるが， しかしかがる状態は; 第 1 節で i 強諷したように, 
好況期固有の急激なる拡大禅生S 合えに, 矛盾の桌横 • 成熟め進展過程のもとでのみ，出现したも 

のにほかならなぃのであり，それゆえかかる状態は短期間に出琬するにすぎず , つつ: く恐慌♦'不 

況の過程では，慣 習 的 「必瘐生活手段J にもこと欠く貴金を余餞なぐされるばが:りが，大逢の労働 

者が貨金を得る機会を全く奪われてぃづてしまうのである6 .したがって, 猶 習 的 「必要坐活手段の

— 12(926) - ~ ~ ■ .
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平均範囲」をこえた消費手段を獲得する機会があったとしT も,それは早急に奪い去られていゥて 

し考ラものI文あるし，恐 慌 • 不況期での欠芝の埋めあわせや将来P 欠乏へ9 予備として機能するに 

すぎな:いのセあ.る 0 . へ:.:じ:..，...：：ノ ノ . 卜、.'...:'..'  :v - '..‘V... .
しかも, 第 1 節で明らかしたように厂新しい循環においては，' ^ねに，前周期に比して，いぐ 

らかの諸生産部門で，生産力の向土 •有機的構成の高度化が実現され，相対的過剰人口を追加形成， . 

ボるとともに> 新投資における労働力め吸引率を低下させていくのであるから，新しい好況局面は，

前周期以上の拡大再生産を実現しt いく傾向にあるといらても, 労働力の需要関係が，前周期に比 

して，労働者ぬとづて有利となるわけでは決して:ない。新しい循環における,有機的構成高度化の 

程度が大であればあ苓だけ, 好浣局面での拡大再生産が，前周期をはるかに上廻る規模でずすまな 

いかぎり，労働力の需給関係が労働者に不利となるの,はいうまでもない《また，:ある好況局頭方バ 

賃金がかなり,上畀したとしても，再岂指したように , これは, 新たな循環6 おいて,労働節約的 

新生産方法の導入の実現を促す作用をはたすので，こ9 面からも，有利な条件が再現する； とは押 

制きれる。 . . .  .
他方，労働者め要求 • 闘争は，賃金に対して少なからぬ影響をあたえるもめであるとはいえ，そ 

れは大量の相対的過剰人P 'め存在のもとでの労値！力の価値以下への賃金切下げを阻也する作用や， 

相対的過剰人R の軽減していく条件下での賃金上昇の出現を速め• その程度を増大する作用をはた:• ■'  . . . .  厂 ' - v
すめみである6 相対的過剰人P.め形成を促す新生產方法が導入されるC とそれ自体や, 恐慌 . •不 況 ■ 
によって相対的過剰人口が大量創出され, 賃金取得の機会が奪われていべことそれ自体ビついては, 
労働者0 闘争はそれらをいかんとすること，もできないU したがづて，それらが賃金に及ぼす影響 

を無ぐすることもできないりセある。 V ;
. £ のようにして，'生産力の向上と産業循環の周期的変動を通じて規制された相対的過剰人運 

動のもとにおい't；, 労働者<0慣習的な生活様式 ‘ ;生活要求は従来どおりル狭い枠内にとじこめられ， 

慣習的な ,「必要生活手段」を確保していくために•も労働者の要求_闘争が必要であるという関係が ' 
維持 : •苒生産されていぐのであ辱。 人 じ : ぐ パ ；; .パ..'' , つ: ;

「賛金の一般的運動は，ゝ もつばら，;産業循環の週期的変動に照応する産業予備軍の.膨脹および収 

籀によづて調整されている。」（前出) : という匕との内容は， たんに，産業予備軍6 増減のもとで，

貨金の変動が規制されるということのみではなく，以上のような内容をもって，竽働カ価値水準 

自体が「調整j される関係にあることをふくめて把握すべきもめである。 こうして， 「……勞働力 - 
の販売の諸条件は， 労働者‘ とづて有利セあるか不利であるかをとわず,労働力の絶えざる苒販売 

め必然性と；た え ず 拡 大 洚 資 采 と 富 、空昱m とを含か丄どいうこととなるのであん

注( 鄉 Das Kapital,.X S. 650̂  M  I, 061K.： “
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( 2 ) とぐに，木熟練 • 単純勞働の分野では, ずで'にみだように, 好 • 木泣をとわず，相対的遍 

剰人口の（就業者に対する）比重や , その驊業者への圧力がその他の労働力に比じ弋相対的に高く，、 , 
好況局面での相対的過剰人口の減少とそれをめぐる賃金上昇も，相対的に連く •かつその程度も低 

い。'こめながでもどぐに老朽化C たものや寶本に:よって「低級」とみなざれでいるものは，吸引さ 

れるのはもっとも遅く, : 恐慌电な；a ば最初に敏遂きれるめで，長期にあたらて, ( 多くは〜择潘的」 

形態をとって）相対的過剰人口の生活を余儀なくされるいど5:した状態のもどで， これ:ら勞働者 .
とくにその下層部分の償習的生活水準• 生活要求ば他の労働者泛比じてヨリー層おし下げられ， 这， 

リ貧弱な憤宵的す必要生活季段」セもってその勞働力が再生産• 維持ざれる’ようにな;らセ、、るので 

ある。 したがづて，そめ労働力の価値は, 熟練の育成 ‘ 訓練費用をふ;く,まぬ点を別とU ても，他6  
労働力より低いめである。これらにあっては, 、とくに長期におたらて大童の相対的過剰人口力t存在 

する状態がつづくならば，賃金がただでさえも低U、労働力の伽修ムりさ6 ヒ下廻る状態が続き,'憤 

•習 的 「必要生活手段J の欠送状態がつづぐなかで，慣窗的生活水準め低卞ン生活_ 求め萎縮，:臂働 

力の価値の一層の低下が生じることもありうる。 士 .
■ .ぐ . . . ■ ノ ' : - . ' .  ' . .ムパ. . 1 ノ ぐ. , - : . ■ 丫  ̂ 、 パ' .

( 3 ) もっども，長期的には, 下層部分をのぞけば，慣 習 的 「必要生活手段」:め範囲は漸増する

傾向にあるどいえよう。 ぃ ' ' レ ' ゾ .；

資本制生産の発展• 生産力の向上の過程におけ名商品め木量化•多様化は, 労働者の欲望の増大， 

多様化を刺激•促進してい < し, たとえ乒時的にせよ, 慣習的1 必要生活手段」をごえ't：生活手段 

を羊に入れる機会をえた経験は，新じい生活手段をしだいに慣習的生活様式めながの不可欠の#分 

としていくことを刺激. 促進する。それは，最初は残業による.賃金総額増大，あるいは他め必需 

品の消費を犠牲にしての購入, とい5 形セ生活めながに人りこむとともは，賃上げめ要求.闘争を 

刺 激 • 強化し，：とりわけ労働者の要求• 闘争の強化による賃金増大を槓杆と:I；て新Uい:消費手段 • 
ヨリ高級な消费手段が, 労働,者の大部分の慣習的生活様式と生活要求を構成するもo となづズいぐ。 

こうして，長期的には，労働力の価値が. 〈この面では) 増大することとなり，;彼らの労働者としての 

西生産 • 維持がヨリ'大 き な 「必要生活手段め平均範囲」© もとで行なわれることとなる。

' -: へ.. い' 、；" リ : V. _ . パ. - ：バ

： — - . .  . む ィ す . . . び ：.'、 ...
. ,  • , , . ’ I . . : ノ .. • • .パ ' . ■ ン：..く ぐ.

« '  . . .  < -- |  '  ■ ， ‘

； ( 1 ) 本稿の考察を通じて注目すべきことは> 資本制生産が労働者の完全就業を決じて実現して

いぐことのない体制であるということ，労働者の就寒の不確実性と不安矩性が:「正常的な奴の」と

なつている体制であるということである。とのことは, 別のjfllからいえば，，資本|ilj生産が人間労働•
人間労働力の浪费と破壊を不可避的にともなう体制であるということに他ならない; 江れらの特質
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産業循環と相対的過剰人ロ:•賃金 . ,

が，本来的には労働の軽減を意味する生産力の向上が飛躍的な発展をとげる、とで現われる々とを 

考えあわせるならば，労働者の就業の不確実性• 不安定性，人間労働•人間勞働力の捭費と破壤と 

いうことにぶくまれる資本制的矛盾の深さがョツf - 層明確となろう。 ぐ、 ぃ V 
以上でみたように, 生産力向Jb •有機的構成高度化の作用と産業循環の周期的変動の作用の合体 

せるもとで, 働く能力と意志をもった労働者が「強制的倾惰J ニ失業を強制され•生活手段を得も 

機会を奪われるということ, こ钤ような相対的渴剩人の存在するもとで • 就業労働考がかえって.
過度労働を余'儀なぐされるということ, すべてや労働考がたえず就業.9 不確実性•不安定性に直面 

していること, さらにまた，労働者の駆逐 • 吸引 •:駆 逐 ‘•の過程で労働者€>急速なる消耗と転落 

がすすめられ, その一部は「被救恤的窮民」きらには人間的脱落者たるルンペンP となっていくと 

いう、こと，“ ••，•これ今はすべて, 資本制生産が, 資本にとっての利潤の追求V資本にとマての節約 

の追求の体制であり，そのもとで人間労働力^?浪費と破壊女必然化する体制であることをレめす.も 

のにほかならない。ここには， 「資本制生産は, M じて, あらゆi >吝嗇にも拘わら.ず,人間材料に
- . • • • • • • • > • :  • 参 • • •■，• "• •

ついては全く浪費的でる」と い う 資 本 制 生 產 質 が ，鉍く現われている。

そればかりで:はない。労働者の大部分が就業の機会を得，賃金上昇もみられる好況局面において 

も，人間労働の浪費があることを見逃してゆならない。別稿で明らかにしたように，! 好況局面では，

「I 部門の不均等的拡大j を通じて, . 消費の増大 • 消費手段生産の増大のための「物質的基礎」咚 

る 「余剰生産手段j が年々大暈に形成されるようになっていくにもがかわらず，。の 「余剩卑荜手

段j を，労働者の消費を増大させていく方向で活用していぐメカニズムがないために，.こQ應大化• ■
した「余剰生産手段」は資本にとって過剰なもの>とし't：現われ, 生库手段をはI；めとずる諸生産物やv . . 

それらの生産能力の破壊と縮小が余儀がぐされる事輝が必然化するのである。:このような過岸性產 

恐慌における破壞は，往々，にして，たんなる財貨一般の破壊•浪費として.把えられる感Mここヌの； 

問題は決じてそのよj なものではない。こ:ニでの真の問題は，好況局面で, 労働者が興常な労働時：

間延長も甘受しつつ，全力をあげて.行なった労働の成果が, 自からの生活:の安宏と向上のために活
ぃ -

用されることなしに，破壊されてしまうとい’うこと, . 好況過稈における労働が浪費に終っ;てレまう: 
というC とにあるのであるし， しかも，そのことの結果として，大量の相対的過剰人口が創出され， 

あらたな人間労働力の浪費と破壊がうみだされていくということにちるのである6 .

• . . . . .

( 2 ) 第二に指摘しておかねばならないのは, 以上のような,生産力め向土と産業循環の周期的 • 
変動とによって規定ざれた相対的過鈿人口ゴ產業予備軍の運動が， 直接的生産過程における資本

の支配‘ 剩条価値搾取を祯強してしく機能をはたすものであると、、うことである。 :
, へ ■

- ~ ~ —    一 一     —  ：    . ' . 卜 .

注 (49) Daa K a p ita l,III，S . 107• 訳 ， III，151貢。 '
(50) 前掲拙稿び坐鹿と消费の矛盾J :と鹿攀循顔J ⑵: 1 f

— — 7 5  (,929s)  ------------



' 產業循瓌k相对_剰人ロゾ貧金
もちろん/ 直接的生産過程における剰余価値搾'取が資本制的生産関係そのものに塞礎をお <：もの： 

であることはぃう雀でもなぃし, との^ 本制的生産謝係，資本対■賃勞M 関係は，資本の再生産それ 

自体におぃて再生産されてぃくも6 でもる;) しかし, 資本制的再生産^)発展が生産力の向上と途業 

循讀め周期的変幽とを逋じそ,相対的遠剩人ロ  • 産藥予偷隼を形成; t てぃく'とぃうごと“,直读如 

座產過湟妇ける資本の実配をヨリ強化 • 安定ぎぜてぃく，いわば安定装置として機能するの¥ あ 

る。第 2 飴で強調’したように，生産力向上ゼ産業循療6 肩期的兹献, そのもとでわ相^•的過剰人口 

= 産業予癌拿の運動を逋じて，労働者め憤智的「必襄生活手段」め狭6  t e 囲への限定•労働力の 

価値の低位性が維持され, 低ぃ生活水準のもと物6 労働力の苒坐產•維持が保証されてぃくのであ 

る。また，• ヨゲ劣悪な勞働諸1条件のもとでv 就業 i>ようどする相対1的過剰人口せ産業予備軍がうみ 

だされ, 労細!著がつねに就業め不確実挫•不安途性に]t 面しでおり,社会め底边〖こ悲惨な窮民•.ル 

ソペン層がうみだされてぃぐとV、うことf c 資本めもと:へめ労働者め従属を深め，どめ迤礎上セ，

び資本_ み剩杀価丨直諭で解明さKた）直接的生產過程におけ冬乗!1余掘値増大のための労働支配;^強化 

されてぃくのであるし，こ6 資本S 的社場体制 j」のもとでの刺余価値増大(6諸歧策> 不変資本充 

用上の節約め汔めの非衛生的‘ 危險な作業場の諸条件めもとで,多様な形で人間勞働力の浪費と破 

壊， r労働者の生命および健康め浪费j が，（産業德環<6浚動のぃかんをとわず),行なわれてぃくこと 

になるのでもる。 、 '
もっとも, 他面では, 直接的生產過程おける努働支配の諸政策が，労働者の駆遂•败引•駆逐 

…‘.•のもどで旧熟練労働力や恶朽労働力の紘遂'，勞働力の急速な消_ と転落を促し，労禪)者の就業 

め不確実f e ; 本安定性を倍加するどぃう作泔もは耙すめで’ある。 ' ' : . •

した力わて, ' 直接的生産過程f c知ける摊取をあぐる簡題と, 相対的過剰人ロをめぐ:るM 魎につい 

てば, それらが相;sTに密接な関速をも' ^ ものであるとともに, これらの問題治ぃザK も* /第 i 節冒 

頭 'u 注意じナこ根未矛盾一一最大皈め利潤追求ばよづ文特徵づげられる資本制生産では，生産力の向. 
上が, 決して労働者^ 人当りめ労働め軽織を:灰たぢすものとしでは現われ’ないで, 資本にとってめ： 

剰余価値増大 • 資本にと:っての節約を遂行する槓杆どしてのみ現おれるとぃう茅盾-— に根源をも 

つもめでおることを迪解することが肝心な’ので、あるV :匕の意味で，：マルクスが相対的過剰人口論の 

展開におぃてつぎのよ5 な指摘をじてぃるごとは、きわめズ示唆的セある。

「イギリスにおける労働6*節約』のための技術的手段は巨大なものである。とはぃえ，明日にもニ 

般的に労働を合理的な程度に制限しまた，労働者喈級の種々の層，控た：v、レ年齢と性にふさわしぃ労 

働の西_ 制をしようとすれば，現存の労働者人口だけでは彳国民的坐產をその今日の規模で継続する 

には絶対的に不充分であちうo 現 に 坐 産 的 j な労丨動者の大多数はr生库的_J労働者に転化きれね

注(51) Das Kapital, III, S. 1 0 6 .訳, III,150钆
■— ~  7Q{930)

a.a 0., -I, S. 6 7 1 .訳, I, 985~6頁, . '
a.a.O., I, S. 6 8 0 .訳，I, 998頁，

窮乏化論争につし、て.くわしくは，前掲拙稿r窮乏化論J を参照されたV、•

、摩寒循谭と相対的過剰人口 •賃金 

ばならぬであろう。j . .
それゆえ, 資_ 制輿摩の発展のも卷での労働者の状態, A 間労働 • A 間劣，働力の浪費と破壊の問 

題の把握においても, , 資本制生産の発展にともない，資本の集積•集中と生産力の向上耷通じて直
ノ . . ' -. ' .- •.ン ■

接的生產過程における支SBの領域とカギ拡本しズいくという面と，，生產为向上と產業循琿や周期的 

変動の辑模拡大を通じて，労爾者が駆遂•啄引顧辱を余儀なくされる規模の拡大 , 就業の不確実性• ' 
不安定性の増大が促さ,朴 't；》 ぐあいう释冬束把务，ぐれら両® の問題が相耳^：補足L あいつ!つすす 

むなかで, 労働者の各籀の諸困難が展開,し，人間労働 • 人間労働力co浪費と破壊が令様な形ですす 

められることを明らかに> なけ办ばなをなV、のでちる。第1 節胃頭で注意した第2 論点TT— 「労働 

者自身は，たえず客体的富を資本.として★彼にとっては外的であって彼を支配し搾取する力として 

生產する. ‘. •‘.」 'という矛缉ゆ， こや辜うな把握を難.I；て，はじめ：てその全内容fこ.おいて把えられる

しとにな,ろ .5. ■： . . ；' .... ぐ：. パ：.:

そ> て，資本制生庫が，以上のような体制であしそ0 % と$ は以上9 ような韩業の不確実性* 
不安定性と人間労働• 人間労働力の浪費と破壊が絶対にさけb れないというところにこそ/労働者 

が，賃金その他の労働諸条件の改善の要求にとどまらずに，資本主義体制そ,のものの変革を問題と 

していくS 礎があるのであるし, 新しい体制の歴史的役割は，このような人間労働のあり方そのも 

o > 労働生産力向上のあり方そのものを根底から変革していくところにあるのである。

マルクスが，『資本論』第 1 部の事実上の最終部分において, 「資本制的蓄積の絶対的•一般的な 

法則」として，鸾本制蓄積のもとでf 働者の窮乏 . 貧困」が絶対的にさけられぬとを強調する時，

そこで把えら’れていた窮乏♦貧困の内容は‘,.資本制蓄積の進展にともなう直接的生産過程における
.- • '

穷働支配の領域と力の増大と，資本蓄積の現実的運動においてさけられぬ相対的過剰人口の創出， 

就業の不確実性と不安定性であり，それらのなかで多様な形ですすめられる「貧困 • 労;働苦•奴時 

状態 *■無知 •野性化およぴ道徳的堕落 Elend，Arbeitsqual, Sklaverei, Unwissenheit, Brutalisierung,, 
und moralische Degradation j であったし, 労働者階級が体制の変革を問題にするゆえんも，資本

(53)

制生産のもとでこれらが絶対的にさけられないところにあった。

したがって, 従来のいわゆる窮乏化論争で主張されたように，労働者の生活水準が絶対的に低下
(54) . .

していくことをもって窮乏化法則とみなす見解や，賃金が労働力の価値以下に低下していぐことを . !
窮乏の主要内容とずる見解は,きわめて皮相的かつ一興的なものといわねばならないしそれらに

対する批判として現セれてきた見解—— 窮乏を,，直接的生産過程における淖取関係それ自体,西生

産における資本対賃労働の敵対関係の再生産それ自体において把える見解も不充分なものといわね
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逢 業 循 環 と 相 対 的 過 剩 人 c r  • 賃 金

ばならない。

マルクス絰済学以外におぃては, 資 i 制生産の発展にお好る労働者の問題は,賃金水準やいわゆ 

る分配率の推移, 失業の長期趨勢によ名てのみ把1 ら名のが一般的であるし，資本主義体制と社 

会 i 翁体偷とめ比較おいても，一人当り所得の水瑜のみが比較の対象とされる傾向が強いが，キ 

れらについては， 訐測上の問題点 (分配率における'利潤範_ 把握の限界や失業者の確定の眼界等）の 

多いことを一応おくとしても, - 労働者の問題や体制比較の問題が, かかる面のみで、把えられ 

るものでは決してないことを瞼く批判しなければならない。 .
なお，以上の分析を基礎として，今僉, 独占段階たおげる資本蓄積•產燊循環の運豳の一定の変 

化, 国象独占資本主義段階における国家諸政策によるその変化のもとでV 以i i :セみた問題がいかに 

変化L  . またいかに変化しないめかを明らかにしていかねばならないが，その場合においても，問 

題を決して，たんなる賃金の_ 勢それ自体等に解消することなぐ, 以上のような内容におし、て問題 

Q 変化と貫徹を把えるべきととを注意しなければならなC、。
■ , 済学部助教授）

全国労働組合诌由連合会小史■■ ' パ. . * . . . . . , .パ ... い- ,.. ; . ..ノ

ノ ン V  —— 金 国 大 会 (第ネ、 4 _ )を 中 心 に 一 一

小 松 隆 ニ
• • • ' ■ ■ - ' ， r } ■ ■ . 匕： j  ■ - , ' ■ i -. . .、 ノ'： ' , . .  '

J ； ' ：  ̂ ' '  I i • . . .
V '■ ■ ■ . . . ’ . 、 ： ： . .ノ ■ . - * : .ノ ：..：，.バ. . ；.

ン  は じ め に . 丨 .ハ . . ： . …

. .  ' ' 
全国自連，正確には全国労働組合自由連合会は,:V 、うまでもなぐわが国におけるアナキズム系労 

働組合の最初の全国的連合組織である。それは，1的6 (大正15)年の創立から1936年に消滅するまで, 
.およそ11年におよぶ歴史を有しながら，日本労働運動史の研究ではめったにどりあげられることの 

なかった組合でもる。概説的な日本労働運動史の研究書をみても，まったくふれられてぃなぃか， 

.ふれ与れてぃてもせぃぜぃ1926年の創立のみが簡単に扱われるてぃどであ态,
それにはぃくつかの理由が考えられるが，そのうちの一つは，：太正末以降日本労働連動の主流を 

なした総同盟お$ びその胎内から発生した評議会• 全協のような組合の動きにば，アナキズムがさ 

して寄与するところがなからたことである。：とぃうより，むしち,アナキズムは総同盟等とは対立す、 

るものであったとぃう，ことである。: 他© 一つは,伞国自連の立脚したアナキズムが第ヒ次大戦後ま 

ったく沈滞し，戦後主流をなしてきた組合ともほとんど影響関係をもたず，すセ'に過去の思想と考 

えられてぃることである。

たしがに, 大 正 •姻和初期におぃては , : 他め全闺的連合体にくらべて,：全国自連は量的な規模で 

•はそれa ど大きなも6 とばV、えなかった。：また,：戦後アナキズ厶系め組合が一般の注意を集めるほ 

どには日本の労働運動にしかる4 き役割をほたしたとぃえるものでもなかづた6 
.それにしても，■従来全_ 自連が必要以土s■こ小さぐ■しか扱われなかよ把ことも杏定■し■えな,ぃであ^) 

う。そのために，創立時をのぞくと, その後の足跡にかんすることは,:鉼究者にも一般にもほとん 

ど明らがにされてぃなぃ，元来，ブナキ夂ぶ連動o 足跡は全般化わ知って正確にとらえられでぃな

ぃ部分が多いのだが，全国自連めような組合でさえもそうであづたのである。そのことは，たんに. . ,, .
アナギズム'連動史の解明とぃう観点からだけではなく， 日本労働運動史全体のそれからみても，け 

っして放置しておぃそよぃことセはな^ 、。全闺自速はと“ まで無視されてきたほどにぼ,実態も歴 

史的な意味もなぃ組合：e はながゥだからセおる„ ， 丨


